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第1章 調査・評価の考え方 
1.1 調査のよりどころ 

本説明書は，文献調査の項目のうちの鉱物資源・地熱資源に関する説明書である。鉱物資源・地

熱資源に関する調査のよりどころは以下のとおり。 

特定放射性廃棄物の最終処分に関する法律（以下，最終処分法という。）および同法施行規則に基

づき，文献調査開始に当たって原子力発電環境整備機構が 2020年に公表した「北海道寿都郡寿都町 

文献調査計画書」（以下，文献調査計画書という。）に従って調査を進めた。その間，原子力規制委

員会（2022）の「特定放射性廃棄物の最終処分における概要調査地区等の選定時に安全確保上少な

くとも考慮されるべき事項」（以下，「考慮事項」という。）が公表され，科学的特性マップ策定時1

の考え方および「考慮事項」などを参照して最終処分法の要件を具体化した経済産業省資源エネル

ギー庁（2023）の「文献調査段階の評価の考え方」（以下，「文献調査段階の評価の考え方」という。）

が策定されており，これらに基づいて調査・評価を行った。それぞれの概要は以下のとおりである。 

なお，最終処分法および同法施行規則については文献調査報告書の 4.1.1（1）に示したとおりで

ある。 

 

1.1.1 文献調査計画書 

鉱物資源について評価する要件があり，評価に用いる情報の例として，「鉱物資源の種類，分布，

規模，品質」および「権利関係」が示されている。また，評価に用いる主要な文献・データとして，

以下が示されている。 

・ 日本油田・ガス田分布図（第 2 版）（矢崎，1976） 

・ 日本炭田図（第 2版）（徳永ほか，1973） 

・ 国内の鉱床・鉱徴地に関する位置データ集（第 2版）（内藤，2017） 

・ 鉱物資源図「北海道（東部・西部）」（成田ほか，1996） 

・ 鉱業原簿および鉱区図（北海道経済産業局） 

 

1.1.2 「考慮事項」 

鉱物資源・地熱資源については，「４．鉱物資源等の掘採」として以下のとおり示されている。こ

れらは，概要調査地区等の選定時において，それぞれの時点で得られている情報に基づき，適切に

考慮されるべきであるとされている。 

 

「考慮事項」の「４．鉱物資源等の掘採」について 

資源利用のための掘削が行われる可能性がある十分な量及び品位の鉱物資源 Aの鉱床の存在を

示す記録が存在しないこと並びに地温勾配が著しく大きくないこと。 

 
A 鉱業法（昭和25年法律第 289号）第 3条第 1項に規定されているものをいう。 

 

 
1 総合資源エネルギー調査会 電力・ガス事業分科会 原子力小委員会 地層処分技術WG（以下，地層処分技術WGという。）

（2017）。 
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1.1.3 「文献調査段階の評価の考え方」 

鉱物資源，地熱資源については，それぞれの基準および基準への該当性の確認の仕方が以下のと

おり示されている。 

 

（1）鉱物資源 

鉱物資源に関する基準の前提条件 

「鉱物資源」に関する基準は、偶発的な人間侵入（掘削により、掘削者が放射性廃棄物に接近

するおそれ、生活環境に放射性物質が放出されるおそれ）の可能性をできるだけ低減させること

を目的としている A。 

対象とする「鉱物資源」は、鉱業法第三条第一項に規定されているものとする。したがって、

石炭、石油、可燃性天然ガス等の燃料鉱物も含まれる。 

最終処分法施行規則第六条第二項第二号に記載されている「掘採が経済的に価値が高い」につ

いては、現在の経済的価値に基づくものとする。 

 
A 最終処分施設、廃棄物埋設地ではなく、その周辺における掘削の影響については、施設の配置や地下水流動評価とい

った、工学的対策、安全評価と関連することから、概要調査以降で考慮していく。 

 

鉱物資源の基準 

最終処分法施行規則第六条第二項第二号に対応して、最終処分を行おうとする地層と重なる部

分について、以下が存在することが明らかまたは可能性が高い場所を避ける。 

（ア）現在稼働中または近年稼働していた、鉱山の鉱床等（炭田、油田、ガス田含む）。 

または、 

（イ）経済的、技術的に採掘できる可採埋蔵量等の鉱量等（炭量等を含む）が、同様の鉱種の

現在稼働中または近年稼働していた鉱山の鉱床等（炭田、油田、ガス田含む）と同等であ

る鉱床等。 

 

鉱物資源の基準への該当性の確認の仕方 

○ 現在稼働中または近年稼働していた、鉱山の鉱床等（炭田、油田、ガス田含む） 

「現在稼働中の鉱山の鉱床等」は鉱業権が設定され、休止していない鉱山の鉱床等とする。ま

た、「近年稼働していた鉱山の鉱床等」は公的機関等の埋蔵鉱量調査時点 Aで稼働していた鉱山の

鉱床等とする B。 

○ 経済的、技術的に採掘できる可採埋蔵量等の鉱量等（炭量等を含む）C 

鉱業法施行規則第二十七条に係る施業案等、JIS に基づく鉱量評価が確認できる場合は、その

鉱量等とする。JISに基づく鉱量評価が確認できない場合は、鉱物資源図の鉱床規模評価結果等、

公的機関等がとりまとめたデータベース等の結果を鉱量等とする。 

最終処分を行おうとする地層に鉱物資源が存在するかどうかについては、鉱量等を計算した区

画等を以下のような資料から確認する。 

・ 日本産業規格（JIS）鉱量計算基準（M1001-1994）解説図 10に準ずる図面、坑道図等（深

度方向） 
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・ 文献（ボーリング結果、深度方向の鉱床評価結果、等） 

○ 現在稼働中または近年稼働していた鉱山の鉱床等の鉱量等（比較の対象）D 

文献調査対象地区の評価対象鉱床等と同鉱種であって、同地区外で現在稼働中または近年稼働

していた鉱山の鉱床等と比較する。鉱業法施行規則第二十七条に係る施業案等、JIS に基づく鉱

量評価が確認できる場合は、その鉱量等とする。確認できない場合は、公的機関等がとりまとめ

た統計資料（埋蔵鉱量統計 A）や調査結果（埋蔵量に関する調査結果に記載された可採埋蔵量）

から設定する。 

 
A 最近の埋蔵鉱量統計としては、2009年度分、2004年度分がある。 
B 所管の各経済産業局で鉱業権の設定状況と稼働状態を確認する。 
C 不明の場合は、十分な評価が行えないとする。 
D 存在しない場合、「経済的に価値が高いとは言えない」とする。 

 

（2）地熱資源 

地熱資源の基準 

以下に該当することが明らかまたは可能性が高い場所を避ける。 

（ア）地温勾配（地下増温率）が 100℃/キロメートルを大きく超える記録が確認されている。 

または、 

（イ）周辺数キロメートルまでの範囲において発電の用に供する生産井が設置されている。 

 

地熱資源の基準への該当性の確認の仕方 

○ 地温勾配（地下増温率）が 100℃/キロメートルを大きく超える記録 

 坑井データを調べる。坑井データがない場合は文献 A等を参照するが、測定点以外の場所は推

定であること、概要調査以降では「記録」に限らず、現地調査による確認も考えられていること

を踏まえて、判断する。 

○ 周辺数キロメートルまでの範囲において発電の用に供する生産井 

 周辺 10 km 内の、稼働している地熱発電所の位置を資料 B等で確認する。 

 
A 村岡洋文, 阪口圭一, 玉生志郎, 佐々木宗建, 茂野博, 水垣桂子, 駒澤正夫（2009）：全国地熱ポテンシャルマップ, 産業

技術総合研究所地質調査総合センター. 
B 火力原子力発電技術協会（2020）：地熱発電の現状と動向. 

 

1.2 評価の考え方 

文献調査対象地区の鉱物資源および地熱資源に関連する事項として，「文献調査段階の評価の考

え方」に示された基準（ア），（イ）および基準への該当性の確認の仕方に従って評価する。 

基準への該当性の確認方法を以下に示す。 
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1.2.1 基準への該当性の確認（鉱物資源） 

（1）確認方法 

鉱物資源2の基準（ア）について，文献調査対象地区における鉱山の鉱床等の鉱業権の設定状況や

稼働状況を所管の各経済産業局などで確認する。 

基準（イ）については，1.1.3（1）に基づき文献調査対象地区の「経済的，技術的に採掘できる可

採埋蔵量等の鉱量等（炭量等を含む）」を確認する。確認した鉱量等が，1.1.3（1）に基づき「現在

稼働中または近年稼働していた鉱山の鉱床等の鉱量等（比較の対象）」として設定する比較対象の鉱

量等（1.2.1（2）参照）と同等以上の場合は，基準（イ）に該当する鉱床等として評価する。また，

埋蔵鉱量統計調査などで結果が確認されず，比較対象の鉱量等が設定できない鉱種の鉱床等は，基

準（イ）に該当しない鉱床等として評価する。 

以上により，基準（ア）または（イ）に該当する鉱床等が，最終処分を行おうとする地層と重な

る部分に存在することが明らかまたは可能性が高い場合，避ける場所として評価する。 

 

（2）比較対象の鉱量等の設定 

比較対象の鉱量等の設定においては，1.1.3（1）に基づき埋蔵鉱量を JIS 鉱量計算基準などの一定

の基準により，至近に計算されたものを用いることを基本とするが，JIS鉱量計算基準などに基づく

鉱量評価結果が確認されなかったため，本調査では公的機関などが取りまとめた埋蔵鉱量統計など

を参照した。これらのデータでは，個々の鉱山の可採埋蔵量等のデータが公表されていなかったた

め，公表されている調査時点で稼働している鉱山（不明の場合は調査された鉱山）の 1 ヵ所当たり

の平均値を比較対象の鉱量等とした。 

なお，埋蔵鉱量統計は 2009 年の調査以降は総務省の基幹統計としての指定が解除されたため3，

参照可能な記録は古い（2004 年，2009 年以前）。統計が取りまとめられた時点と現在の状況を比べ

ると，金属鉱業の事業所数は漸減傾向にあることから4，経済性をやや過大評価し，避ける場所が多

くなる可能性があることに留意しておく。 

 

 
2 対象とする鉱物資源は「考慮事項」に従い，鉱業法（昭和 25 年法律第 289 号）第 3 条第 1 項に規定されているものとし

た。令和 4年 5 月20 日法律第 46 号による改正（令和 5年 4 月 1日施行）で希土類金属鉱が追加されるとともに一部鉱物

名の表記が改められた。本説明書では同改正内容を反映している。 
第三条 この条以下において「鉱物」とは，金鉱，銀鉱，銅鉱，鉛鉱，ビスマス鉱，すず鉱，アンチモン鉱，亜鉛鉱，

鉄鉱，硫化鉄鉱，クロム鉄鉱，マンガン鉱，タングステン鉱，モリブデン鉱，砒鉱，ニッケル鉱，コバルト鉱，ウラ

ン鉱，トリウム鉱，希土類金属鉱，りん鉱，黒鉛，石炭，亜炭，石油，アスファルト，可燃性天然ガス，硫黄，石膏，

重晶石，明ばん石，蛍石，石綿，石灰石，ドロマイト，けい石，長石，ろう石，滑石，耐火粘土（ゼーゲルコーン番

号三十一以上の耐火度を有するものに限る。以下同じ。）及び砂鉱（砂金，砂鉄，砂すずその他沖積鉱床をなす金属鉱

をいう。以下同じ。）をいう。 
 

3 埋蔵鉱量統計は，日本国内に埋蔵されている鉱物（石炭，亜炭，石油，アスファルト及び可燃性天然ガスを除く。）の実態

を明らかにすることを目的として，埋蔵鉱量統計調査（基幹統計調査）により作成される調査統計である。埋蔵鉱量統計

は，主に鉱物資源の合理的利用及び資源の安定供給を図ることを目的とした国内探鉱開発政策を推進するための基礎資料

として利用されてきたが，鉱物資源が海外鉱山から調達されたものが太宗を占める状況となったことなどを背景に同調査

の必要性は低下されたとされるなどの理由から，2009年の調査を最後に埋蔵鉱量統計は基幹統計としての指定が解除され

た（統計委員会，2013）。 
4 総務省・経済産業省（2012，2021）によれば，鉱業部門の金属鉱業の事業所数は 2012年調査では14 事業所，2021年調査

では 7事業所とされている。なお，この事業所数には探鉱活動のみを行っている事業所が含まれている。 
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（i）石油，天然ガス，石炭など燃料資源を除く鉱業法対象鉱物 

経済産業省資源エネルギー庁により実施された最近の埋蔵鉱量統計調査結果には 2009 年度およ

び 2004 年度分があり，2009 年度の調査結果では，金鉱，けい石，ろう石，石灰石，ドロマイトお

よび耐火粘土の可採粗鉱量が示されている（表 1.2-1）。 

金鉱について，2009 年度の調査結果と 2004年度の調査結果（表 1.2-2）を比較すると，2004 年度

に対し 2009年度の金鉱の可採粗鉱量が大幅に減少していた。加えて，金鉱の可採粗鉱量（確定，推

定および予想の合計）について調査年度ごとに比較すると，2009 年度は粗鉱量が約 4,000 kt，含有

量は約 150 t減少していた（表 1.2-3）。この理由は，金鉱山として 2022年現在も稼働し，可採金量

が約 170 t（実松，2017）とされている菱刈鉱山の埋蔵鉱量が 2009 年度の調査結果には計上されて

いないためと推定した。これを踏まえ，現在も稼働している鉱山の鉱量を含めるため，比較対象の

鉱量等は 2004 年度の埋蔵鉱量統計調査結果を参照して設定し，2004 年度以降に生産がない鉱種や

埋蔵鉱量統計調査の結果がない鉱種については，比較対象の鉱量等が設定できない鉱種とする。 

2004 年度の埋蔵鉱量統計調査では，埋蔵鉱量統計調査規則に定める 26鉱種5を対象に実施されて

いるが，マンガン鉱，すず鉱，アンチモン鉱，水銀鉱，クロム鉄鉱，タングステン鉱，モリブデン

鉱，重晶石，蛍石，硫黄および石膏については該当鉱山がなしとされていたため，これらは比較対

象の鉱量等が設定できない鉱種とした。 

また，同調査では，硫化鉄鉱，砂鉄，黒鉛，石綿，けい石（炉材けい石）および耐火粘土（頁岩

粘土）は，対象鉱山数が 1または 2のため旧統計法第 14 条（秘密の保護）の規定により結果が公表

されていなかった。2004 年度の品目別の生産量を取りまとめた経済産業省経済産業政策局調査統計

部（2005）によれば，白・炉材けい石および木節・頁岩粘土の生産量は示されているが，硫化鉄鉱，

砂鉄，黒鉛および石綿の生産量については該当無しとされていた。以上より，硫化鉄鉱，砂鉄，黒

鉛および石綿は比較対象の鉱量等が設定できない鉱種とした。比較対象の鉱量等が設定できない鉱

種については，鉱物資源としての需要が少なくなったものが含まれる。例えば硫化鉄鉱は，「石油天

然ガス精製に伴う回収硫黄，Cu・Pb・Zn硫化鉱の精錬ガスからの硫黄，化石燃料の燃焼に伴う排煙

脱硫硫黄などの供給のため，1972 年日本の鉱石硫黄（補記：硫黄および硫化鉄鉱）の生産は途絶え

た。」（地学団体研究会編，2024）とされている。 

なお，けい石の埋蔵鉱量は白けい石，天然けい砂および蛙目けい砂についてそれぞれ示されてい

るが（経済産業省資源エネルギー庁，2005），このうち，白けい石の調査結果から設定することとし

た。耐火粘土については，カオリン，木節粘土，頁岩粘土の中で調査鉱山数 1 ヵ所当たりの平均値

が最も小さい木節粘土から設定した（表 1.2-4）。 

以上より，2004 年度の埋蔵鉱量統計調査結果などを参照し，比較対象の鉱量等を設定した（表 

1.2-5）。また，同表に記載がない鉱種は，比較対象の鉱量等が設定されなかった。 

比較対象の鉱量等の設定において参照した調査結果は，比較的確実度が高い可採埋蔵鉱量（確定）

とし，金属鉱物は含有量，非金属鉱物は粗鉱量とした。 

なお，参照した記録が統計調査結果であり，合計値と調査鉱山数のみの公表に留まることから，

調査鉱山数 1ヵ所当たりの平均値として比較対象の鉱量等を求めた。 

 

 
5 金鉱，銀鉱，銅鉱，鉛鉱，亜鉛鉱，硫化鉄鉱，鉄鉱，砂鉄，マンガン鉱，すず鉱，アンチモン鉱，水銀鉱，クロム鉄鉱，

タングステン鉱，モリブデン鉱，黒鉛，重晶石，蛍石，石綿，硫黄，石膏，けい石，ろう石，石灰石，ドロマイトおよび

耐火粘土の 26鉱種が対象とされている（経済産業省資源エネルギー庁，2005）。 
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表 1.2-1 埋蔵鉱量（2009 年度） 

経済産業省資源エネルギー庁（2010）に基づき作成。 

鉱種 調査鉱山数 可採粗鉱量（確定分） 

金鉱 4 2 t（含有量） 

けい石（白けい石） 17 91,739 kt 

ろう石 15 21,834.6 kt 

石灰石 154 5,945,736 kt 

ドロマイト 12 285,760 kt 

耐火粘土（カオリン） 5 2,384.7 kt 

耐火粘土（木節粘土） 15 1,659.8 kt 

耐火粘土（蛙目粘土） 12 5,153.3 kt 

 

表 1.2-2 埋蔵鉱量（2004 年度の金属鉱物） 

経済産業省資源エネルギー庁（2005）に基づき金属鉱物を抜粋し作成。 

鉱種 調査鉱山数 可採粗鉱量（確定分） 

金鉱 8 71 t（含有量） 

銀鉱 9 443 t（含有量） 

銅鉱 4 4,525 t（含有量） 

鉛・亜鉛鉱 4 
鉛 62,577 t（含有量） 

亜鉛 430,400 t（含有量） 

鉄鉱 4 84,585 t（含有量） 

 

表 1.2-3 金鉱の埋蔵鉱量 

経済産業省資源エネルギー庁（2005,2010）に基づき作成。 

調査年度 
可採粗鉱量（確定，推定，予想の合計） 

粗鉱量 含有量 

2004 年度 6,965 kt 159 t 

2009 年度 2,941 kt 8 t 

 

表 1.2-4 耐火粘土の埋蔵鉱量の比較 

カオリンおよび木節粘土は，経済産業省資源エネルギー庁（2005），頁岩粘土は，2004 年度の結果は調査鉱

山数が少なく非公表のため，1997年度の結果である通商産業省資源エネルギー庁（1998）に基づき作成。 

種別 粗鉱量 調査鉱山数 1 ヵ所あたり平均 

カオリン 2,193 kt 6 365 kt 

木節粘土 3,084 kt 35 88 kt  

頁岩粘土 435.5 kt 3 145 kt  
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表 1.2-5 比較対象の鉱量等の設定結果 

石油，天然ガス，石炭等燃料資源を除く鉱業法対象鉱物について，

経済産業省資源エネルギー庁（2005）に基づき作成。 

鉱種 
埋蔵鉱量 

（含有量または粗鉱量） 

調査鉱山数 

（ヵ所） 

設定結果 

（1 ヵ所あたり平均） 

金鉱 71 t 8 8 t（含有量） 

銀鉱 443 t 9 49 t（含有量） 

銅鉱 4,525 t 4 1,131 t（含有量） 

鉛鉱 62,577 t 4 15,644 t（含有量） 

亜鉛鉱 430,400 t 4 107,600 t（含有量） 

鉄鉱 84,585 t 4 21,146 t（含有量） 

けい石 194,819 kt 30 6,493 kt（粗鉱量） 

ろう石 21,484 kt 26 826 kt（粗鉱量） 

石灰石 9,182,301 kt 277 33,149 kt（粗鉱量） 

ドロマイト 338,568 kt 17 19,915 kt（粗鉱量） 

耐火粘土 3,084 kt 35 88 kt（粗鉱量） 

 

（ii）石油，天然ガス 

全国規模で整理された天然ガス鉱業会編（2023）のデータを参照し，比較対象の鉱量等を設定し

た。 

埋蔵量は同文献が示す 2021 年度末の陸域の原油・天然ガスの埋蔵量6を参照した。また，個別の

油田，ガス田の埋蔵量が確認されなかったため，同文献の油・ガス田別生産量一覧表（2021 年度）

において生産があったとされる油田またはガス田7の数を計上し，1ヵ所あたりの平均値を比較対象

の鉱量等として設定した（表 1.2-6）。 

以上より，比較対象の鉱量等について，油田は 1ヵ所あたりの埋蔵量が 24.8 万㎘程度，ガス田は

1 ヵ所あたりの埋蔵量が 6.3 億m3程度として設定した。 

 

表 1.2-6 比較対象の鉱量等の設定結果（石油，天然ガス） 

天然ガス鉱業会編（2023）に基づき作成 

種別 埋蔵量 油田，ガス田数 

（ヵ所） 

設定結果 

（1 ヵ所あたり平均） 

原油 423 万㎘ 17 24.8 万㎘ 

天然ガス 240 億m3 38 6.3 億m3 

 

（iii）石炭，亜炭 

全国規模で整理されたカーボンフロンティア機構（JCOAL）のデータを参照し，比較対象の鉱量

 
6 2021 年度末の陸域の原油・天然ガスの埋蔵量は，「海域および水溶性を除く大手数社の計。」としている。 
7 油・ガス田別生産量一覧表（2021 年度）の油田またはガス田は，陸域，海域ならびに水溶性のものを含む。また，「この

統計は，当会会員，会友および子会社分のみで国内の全生産量ではない。」としている。 
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等を設定した。 

石油天然ガス・金属鉱物資源機構（2023）によれば，日本の石炭可採埋蔵量8は「瀝青炭と無煙炭

を合わせて3億5,500万トンと評価されている（出典：一般財団法人石炭フロンティア機構（JCOAL）

コールデータバンク）」としている。また，カーボンフロンティア機構（2023）によれば，2021 年 1

月時点で稼働している炭鉱は 7 ヵ所（留萌炭田：1，石狩炭田：5，釧路炭田：1）とされていること

から，これを参照し 1ヵ所あたりの平均値を比較対象の鉱量等として設定した（表 1.2-7）。 

以上より，炭鉱の比較対象の鉱量等は 1 ヵ所あたりの可採埋蔵量が 5,071 万トン程度として設定

した。 

 

表 1.2-7 比較対象の鉱量等の設定結果（石炭） 

カーボンフロンティア機構（2023），石油天然ガス・金属鉱物資源機構（2023）に基づき作成 

種別 可採埋蔵量 
炭鉱数 

（ヵ所） 

設定結果 

（1 ヵ所あたり平均） 

石炭（瀝青炭，無煙炭） 3 億 5,500 万トン 7 5,071 万トン 

 

1.2.2 基準への該当性の確認（地熱資源） 

地温勾配（地下増温率）が 100℃/キロメートルを大きく超える記録について，文献調査対象地区

内の地温が計測されている坑井データから地温勾配の確認を行う。そのような坑井データのある地

点以外については，全国地熱ポテンシャルマップ（村岡ほか，2009）などの文献・データを参照す

る。このとき，測定点以外は推定であることを踏まえる。 

また，周辺数キロメートルまでの範囲において発電の用に供する生産井について，文献調査対象

地区およびその周辺の地熱発電所の設置状況を火力原子力発電技術協会で取りまとめられた情報な

どにより確認する。 

 

1.3 調査の進め方 

鉱物資源や地熱資源について記載のある文献・データを収集し，情報を抽出する。収集に当たっ

ては文献調査計画書に示した主要な文献・データに加え，公的研究機関が公表している文献・デー

タを収集し，また，学術雑誌に公表されている論文を収集するため，文献データベースで検索を行

い収集する。収集した文献から，文献調査対象地区内の鉱物資源の賦存状況や地熱情報に関する地

温勾配などの分布状況に関する情報を取得する。これにより抽出した検討対象について，基準への

該当性の確認方法に従い調査・評価を行う。調査・評価の手順と各章の対応を図 1.3-1 に示す。 

 

 
8 石炭可採埋蔵量に相当すると考えられる可採炭量は，JIS M0104 石炭利用技術用語では，「埋蔵炭量のうち，経済的に採取

し得る石炭の量」とされている。埋蔵炭量は石炭可採埋蔵量とは別の指標であり，「ある範囲に賦存していると推定される

石炭の量」として JIS M1002 炭量計算基準により理論的に算出される。冨田（2010）は炭量計算基準に基づく既往の埋蔵

炭量調査結果による埋蔵炭量から 1956 年度から 2008 年度までの累計生産量を減じ，日本の残存確定埋蔵量を約 49 億ト

ンと評価している。 
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第2章 文献・データの収集・情報の抽出 
2.1 収集対象範囲 

鉱物資源および地熱資源に関する文献・データなどを確認する収集対象範囲は以下のとおりとす

る。 

文献調査対象地区は，文献調査計画書にも記載のとおり，寿都町全域に加えて沿岸海底下を含め

ることとしている。沿岸海底下については「沿岸海底下等における地層処分の技術的課題に関する

研究会 とりまとめ」（沿岸海底下等における地層処分の技術的課題に関する研究会，2016）におけ

る検討範囲を参考に文献調査対象地区の海岸線から 15 km 程度以内かつ大陸棚の範囲とし，これら

の範囲を収集対象範囲とした（図 2.1-1）。 

なお，隣接自治体についても，文献調査対象地区に鉱山などの分布範囲が及ぶかどうかを確認す

るため文献・データを収集する。 

また，日本炭田図などの全国規模で整理された文献についても，文献調査対象地区内の鉱物資源

などの記載の有無の確認や鉱床規模の比較資料とするため収集を行う。 

 

 
図 2.1-1 収集対象範囲 

大陸棚外縁は，海底地形の特徴に基づいて描いた地形線を使用（技術的観点からの検討のうち地形，地質・地

質構造に関する説明書参照）。海岸線は「国土数値情報（海岸線データ）」（国土交通省）に，文献調査対象地区

および周辺自治体の行政界（黒線）は「国土数値情報（行政区域データ）」（国土交通省）に基づき作成。 

 

2.2 収集・抽出の観点 

2.1 に示した収集対象範囲の鉱物資源および地熱資源に関する文献・データを収集し，以下の観点
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で情報（位置，地質，規模，品位，鉱山の稼働状況，坑井データ，地熱発電所の設置状況など）を

抽出する。 

 

2.2.1 鉱物資源の収集・抽出の観点 

鉱物資源に関する情報（位置，地質，規模，品位，鉱山の稼働状況など）を以下のとおり抽出す

る。 

・ 稼働中の鉱山の鉱床 

稼働中の鉱山を抽出する。 

・ 閉山した鉱山の鉱床 

過去に稼働していた鉱山を抽出する。また，鉱業権が放棄され，鉱業原簿および鉱区図が

確認できない場合もあるため，そのほかの文献・データにより過去に稼働していた鉱山を抽

出する。 

抽出した各鉱山の鉱床について，最終処分を行おうとする地層9での鉱床の賦存に関する情

報および経済的，技術的に採掘できる可採埋蔵量等の鉱量に関する情報を整理する。 

・ 未開発の鉱床 

過去に採掘された記録がないが，文献・データに鉱化帯などと記載されている範囲を抽出

する。 

抽出した各鉱床について，最終処分を行おうとする地層での鉱床の賦存に関する情報およ

び経済的，技術的に採掘できる可採埋蔵量等の鉱量に関する情報を整理する。 

 

2.2.2 地熱資源の収集・抽出の観点 

地熱資源に関する情報（坑井データ，地熱発電所の設置状況など）を以下のとおり抽出する。 

・ 地温勾配が著しく大きい範囲 

文献調査対象地区内の地温勾配が 100℃/キロメートルを超過する範囲を抽出する。 

・ 地熱発電所の設置状況 

文献調査対象地区およびその周辺の地熱発電所の設置位置を確認し，その生産井の位置か

らの距離が 10 km の範囲を抽出する。 

 

2.3 抽出結果 

2.1 および 2.2 に基づいて収集し，情報を抽出した文献・データを「添付資料A 情報を抽出した

文献・データのリスト」にまとめた。 

また，本説明書において引用している文献・データは，「引用文献」として示した。この「引用文

献」には，一般的な教科書類，原子力規制委員会，地層処分技術WGなどの文献・データも含まれ

る。なお，「情報を抽出した文献・データのリスト」においては 1件としている文献・データを，引

用箇所を明確にするためにいくつかに分けて扱っている場合もある。一方，収集・抽出の観点には

該当するが評価に必要と考えられる情報が確認されなかった場合または情報が重複する（例えば，

 
9 本調査では地下300 m以深の場所とする。 
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旧版・最新版，引用・被引用文献など）場合など，情報を抽出したリストに示した文献・データで

も引用していないものがある。  
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第3章 検討対象の抽出および鉱物資源に関する情報の概要 
第 2 章で収集した文献・データから，鉱物資源として油田・ガス田，炭田および金属・非金属鉱

物に関する情報が確認された。以下にその概要を示す。 

 

3.1 鉱業権 

鉱業原簿および鉱区図を確認した結果，2024 年 2月現在で文献調査対象地区において鉱業権は設

定されていない。 

 

3.2 油田・ガス田および炭田 

3.2.1 油田・ガス田 

矢崎（1976）によれば，文献調査対象地区およびその周辺の状況について，陸域は「火成砕屑岩

地帯（炭化水素鉱床の期待できない地域）」，海域は「推定・予想産油・産ガス地帯（海域）」として

いる（図 3.2-1）。海域の推定・予想産油・産ガス地帯については，地質調査所（1982）の油田・ガ

ス田分布図解説によれば，「産油・産ガス層が分布しており堆積層の厚さが 1,000±400 m 内外を目

安としている」と記載されている。 

なお，経済産業省（2019）は，石油・天然ガスの賦存ポテンシャルのある範囲を示しているが，

文献調査対象地区は含まれていない（図 3.2-2）。 

 

 

図 3.2-1 油田・ガス田の分布 

矢崎（1976）の日本油田・ガス田分布図と凡例を一部抜粋し配置を編集。図の上が北を示す。文

献調査対象地区の位置および該当する区分に赤枠を加筆。 
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図 3.2-2 石油・天然ガス賦存のポテンシャルのあるエリア 

経済産業省（2019）の堆積物の厚さ 2,000 m 以上の堆積盆（石油・天然ガス賦存のポテンシャルがあるエリ

ア）に文献調査対象地区周辺を抜粋・拡大したものを加筆。 

 

3.2.2 炭田 

徳永ほか（1973）では，陸海域共に文献調査対象地区に炭田はないが，西に位置する島牧村には

島牧含炭地（かつ炭 新第三紀）が記載されている（図 3.2-3）。地質調査所編（1960）には，島牧

含炭地について，地質・鉱床の分布が記載されている。 

 



北海道寿都郡寿都町 文献調査報告書 
説明書「鉱物資源・地熱資源」 

15 

 

図 3.2-3 炭田の分布 

徳永ほか（1973）の日本炭田図と凡例を一部抜粋し配置を編集。図の上が北を示す。文

献調査対象地区，島牧含炭地の配置および該当する区分に赤枠，矢印，地名を加筆。 

 

3.3 金属鉱物・非金属鉱物 

金属鉱物・非金属鉱物（石油，天然ガス，石炭など燃料資源を除く鉱業法対象鉱物）は，「国内の

鉱床・鉱徴地に関する位置データ集（第 2 版）」（内藤，2017）から，文献調査対象地区および隣接

自治体の鉱床・鉱徴地を確認した。 

また，内藤（2017）以外の収集した文献・データの情報からも鉱床等の位置など確認した。 

以上の情報により整理した鉱床等の位置および賦存状況などについては 4.2 で詳述する。 

 

3.3.1 内藤（2017）による鉱床等の位置情報 

（1）文献調査対象地区内の鉱床・鉱徴地 

内藤（2017）から，文献調査対象地区内に計15ヵ所の鉱床・鉱徴地を確認した（表 3.3-1，図 3.3-1）。

このうち，鉱山名が記載されてない 11 ヵ所については，内藤（2017）が参照した地質図幅などを以

下（i）～（xi）のとおり確認し，鉱床名を推定した。  
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表 3.3-1 文献調査対象地区内の鉱床・鉱徴地 

内藤（2017）の文献調査対象地区内の鉱床・鉱徴地データに基づき作成。

表の右列は本調査で推定した鉱床名を示す。 

ID※1 
出典文献 

（地質図幅） 
鉱種 鉱山名 凡例表記 採掘歴※2 

本調査において 

推定した鉱床名 

8663 対馬（1968） 鉄 － 鉱産地 0 （i） 樽岸 

8666 対馬（1968） 金，銀 － 鉱産地 1 （ii） 潮路または永泰 

12750 成田ほか（1996） 金，銀 － 鉱床 2 （iii） 潮路または永泰 

8668 山岸（1984） 金，銀 － 休廃止鉱山 2 （iv） 潮路または永泰 

8667 石田ほか（1991） 金，銀 永泰鉱山 休廃止鉱山 2 － － 

12751 成田ほか（1996） 金，銀，鉛 大金 鉱床 2 － － 

12749 成田ほか（1996） 金，銀 － 鉱床 2 （v） 潮路または永泰 

8680 鈴木ほか（1981） 鉛，亜鉛，鉄 － 休廃止鉱山 2 （vi） 寿都または正荘 

12757 成田ほか（1996） 亜鉛，鉛，硫化鉄 寿都 鉱床 2 － － 

8681 石田ほか（1991） 鉛，亜鉛，鉄 寿都鉱山 休廃止鉱山 2 － － 

8682 鈴木ほか（1981） 鉛，亜鉛，鉄 － 休廃止鉱山 2 （vii） 寿都または正荘 

8684 対馬（1968） 銅，鉛，亜鉛 － 鉱産地 1 （viii） 寿都 

12756 成田ほか（1996） 金，銅，鉛 － 鉱床 2 （ix） 正荘 

8690 対馬（1968） 銅，鉛，黄鉄鉱，亜鉛 － 鉱産地 1 （x） 正荘 

8731 対馬（1968） 鉄 － 鉱産地 0 （xi） 島古丹 

※1 ID は内藤（2017）において付されている番号 

※2 採掘歴は内藤（2017）での分類（0：図幅の記載からは採掘歴の有無を判断できないもの，1：ほかの縮尺

の図幅の記載から採掘歴有りと判断されたもの，2：出典図幅の記載から採掘歴有りと判断されたもの） 
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図 3.3-1 文献調査対象地区内の鉱床・鉱徴地 

内藤（2017）に基づき文献調査対象地区の鉱床・鉱徴地を図示し，ID 番号を付記。寿都町の行政界（赤線）

および隣接自治体の行政界（黒線）は「国土数値情報（行政区域データ）」（国土交通省）に基づく。 

 

（i）ID8663 の鉱床（鉄） 

対馬（1968）が鉱産地を参照したとされる斉藤ほか（1967）によれば，本鉱床周辺の砂鉄鉱床は，

樽岸および島古丹の 2ヵ所である。 

本鉱床の位置から樽岸鉱床を示すと考えられる。 

 

（ii）ID8666 の鉱床（金，銀） 

対馬（1968）が鉱産地を参照したとされる沢ほか（1963）によれば，本鉱床周辺の金・銀鉱床は，

潮路および永泰の 2ヵ所である。 

このため，本鉱床は潮路鉱床または永泰鉱床を示すと考えられる。 

 

（iii）ID12750 の鉱床（金，銀） 

成田ほか（1996）には引用文献が明確に記載されていないが，沢ほか（1963）によれば，本鉱床

周辺の金・銀鉱床は，潮路および永泰の 2ヵ所である。 

このため，本鉱床は潮路鉱床または永泰鉱床を示すと考えられる。 

 

（iv）ID8668 の鉱床（金，銀） 

山岸（1984）は本鉱床の周辺に潮路鉱床および永泰鉱床を示している。 

このため，本鉱床は潮路鉱床または永泰鉱床を示すと考えられる。 

 

（v）ID12749 の鉱床（金，銀） 

成田ほか（1996）には引用文献が明確に記載されていないが，沢ほか（1963）によれば，本鉱床

周辺の金・銀鉱床は，潮路または永泰の 2ヵ所である。 
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このため，本鉱床は潮路鉱床または永泰鉱床を示すと考えられる。 

 

（vi）ID8680 の鉱床（鉛，亜鉛，鉄） 

鈴木ほか（1981）は，本鉱床の周辺に寿都鉱山および正荘鉱山を示している。 

このため，本鉱床は寿都鉱床または正荘鉱床を示すと考えられる。 

 

（vii）ID8682 の鉱床（鉛，亜鉛，鉄） 

鈴木ほか（1981）は，本鉱床の周辺に寿都鉱山および正荘鉱山を示している。 

このため，本鉱床は寿都鉱床または正荘鉱床を示すと考えられる。 

 

（viii）ID8684 の鉱床（銅，鉛，亜鉛） 

対馬（1968）が鉱産地を参照したとされる沢ほか（1963）によれば，本鉱床周辺の銅・鉛・亜鉛

鉱床は，寿都および正荘の 2 ヵ所である。 

本鉱床の位置から寿都鉱床を示すと考えられる。 

 

（ix）ID12756 の鉱床（金，銅，鉛） 

成田ほか（1996）には引用文献が明確に記載されていないが，沢ほか（1963）によれば，本鉱床

周辺の銅・鉛・亜鉛鉱床は，寿都および正荘の 2ヵ所である。 

内藤（2017）では寿都鉱床を ID12757としていることから，本鉱床は正荘鉱床を示すと考えられ

る。 

 

（x）ID8690 の鉱床（銅，鉛，黄鉄鉱，亜鉛） 

対馬（1968）が鉱産地を参照したとされる沢ほか（1963）によれば，本鉱床周辺の銅・鉛・亜鉛

鉱床は，寿都および正荘の 2 ヵ所である。 

本鉱床の位置から正荘鉱床を示すと考えられる。 

 

（xi）ID8731 の鉱床（鉄） 

対馬（1968）が鉱産地を参照したとされる斉藤ほか（1967）によれば，砂鉄鉱床は樽岸および島

古丹の 2ヵ所である。 

本鉱床の位置から島古丹鉱床を示すと考えられる。 

 

（2）文献調査対象地区の隣接自治体の鉱山 

文献調査対象地区の隣接自治体の鉱山位置の情報として，内藤（2017）が示す鉱山・鉱徴地デー

タのうち，鉱山名が記載されているデータを抽出した（図 3.3-2）。文献調査対象地区付近では，黒

松内町北部の大金鉱山が確認される。 
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図 3.3-2 文献調査対象地区および隣接自治体の鉱山・鉱床 

内藤（2017）に基づき，鉱山名が記載された鉱床・鉱徴地を図示。文献調査対象地区および隣接自治体につい

ては，内藤（2017）に基づく鉱山名を付記。寿都町の行政界（赤線）および周辺自治体の行政界（黒線）は「国

土数値情報（行政区域データ）」（国土交通省）に基づく。 

 

3.3.2 その他の文献・データにおける鉱床等の情報 

内藤（2017）以外に収集した文献・データから以下の情報を確認した。鉱床名は，3.3.1に示した

鉱床のほかに，歌棄鉱床，丸山西方鉱床，寿都町湯別鉱化帯，松井鉱山，弁天沢の廃坑および潮路

マンガン鉱山を確認した。また，文献調査対象地区付近の寿都町東部周辺に分布する変質帯を確認

した。 

・ 経済産業省資源エネルギー庁（2002）は，寿都町湯別鉱化帯の露頭位置を示している。 

・ 経済産業省資源エネルギー庁（2001）は，寿都鉱床および潮路・永泰鉱床の鉱石の分析結果

を示している。 

・ 渡辺（2000）は，文献調査対象地区東部周辺の変質帯の分布およびこの付近の鉱山の位置を

示しており，文献調査対象地区については，永泰鉱床および潮路鉱床の位置と鉱床の概要（タ

イプ，鉱種，規模および生成時期）について述べている。 

・ 成田ほか（1996）は，主な鉱床として寿都鉱山および名称未記載の鉱床 3ヵ所について，鉱

種，鉱床規模（既生産量＋埋蔵量）および鉱床タイプを示している。 

・ 長谷川ほか（1989）は，レアアース（希土類金属鉱）について「北海道で，これらの金属元

素を伴う鉱床はまだ知られていない」としている。 
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・ 山岸（1984）は，永泰鉱床および潮路鉱床の地質，鉱床および生産量を示している。 

・ 長谷川ほか（1983）は，正荘鉱床，寿都鉱床，永泰鉱床および潮路鉱床の鉱床タイプ，鉱種，

規模および生成時期を示している。 

・ 鈴木ほか（1981）は，寿都鉱山および正荘鉱山の地質，鉱床および生産量を示している。 

・ 斉藤ほか（1967）は，銅・鉛・亜鉛鉱床として寿都鉱床および正荘鉱床，金・銀鉱床として

永泰鉱床および潮路鉱床，砂鉄鉱床として島古丹鉱床および樽岸鉱床を示し，位置，地質，

鉱床，品位および生産量について述べている。 

・ 浦島（1963）は，潮路鉱床，永泰鉱床，寿都鉱床および正荘鉱床の位置，地質，品位および

生産量を示している。また，砂鉄鉱床として，島古丹鉱床，歌棄鉱床および丸山西方鉱床を

示している。 

・ 地質調査所編（1956）は，銅・鉛・亜鉛鉱床として，寿都鉱山および正荘鉱山の位置，地質，

鉱床，品位および生産量を示している。 

・ 伊藤（1948）は，広尾鉱山（寿都鉱山）の地質，鉱脈規模および品位を示している。 

・ 大日方（1912）は，寿都鉱山，松井鉱山，弁天沢の廃坑および潮路マンガン鉱山について述

べている。 

  



北海道寿都郡寿都町 文献調査報告書 
説明書「鉱物資源・地熱資源」 

21 

第4章 鉱物資源に関する基準に照らした評価 
第 3 章において抽出した検討対象および鉱物資源に関する記録により，基準への該当性の確認方

法に従い評価を行う。 

 

4.1 油田・ガス田および炭田 

4.1.1 油田・ガス田 

文献調査対象地区内に現在稼働中または過去に稼働していた油田・ガス田の記録は確認されなか

った。 

また，矢崎（1976）は沿岸海域に「推定・予想産油・産ガス地帯（海域）」（図 3.2-1）の分布を示

している。同分布は，地質調査所（1982）によれば，「産油・産ガス層が分布しており堆積層の厚さ

が 1,000±400 m 内外を目安」とされているが，埋蔵量に関する情報は確認されない。 

以上より，文献調査対象地区に基準（ア）および（イ）に該当する油田・ガス田は確認されなか

った。 

 

4.1.2 炭田 

文献調査対象地区内に現在稼働中または過去に稼働していた炭田の記録は確認されなかった。 

徳永ほか（1973）は，文献調査対象地区西方に島牧含炭地を示しているが（図 3.2-3），地質調査

所編（1960）による炭層の分布範囲（図 4.1-1）によれば，その範囲は文献調査対象地区の隣接自治

体である島牧村に位置する大平山周辺に限られ，文献調査対象地区に及ばない。そのほか，沿岸海

域を含めて炭田の存在を示す記録は確認されなかった。 

以上より，文献調査対象地区に基準（ア）および（イ）に該当する炭田は確認されなかった。 
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図 4.1-1 島牧含炭地地質図 

左図は地質調査所編（1960）の島牧含炭地付近地質図に赤枠を加筆して位置を図示。右図は地質調査所編（1960）

の島牧含炭地大平山地域地質図に位置と凡例中の炭層に赤枠を加筆。 

 

4.2 金属鉱物および非金属鉱物 

4.2.1 金属鉱物・非金属鉱物に関するまとめ 

文献調査対象地区およびその近傍で確認された鉱床の位置を図 4.2-1 に示す。文献・データに位

置が座標値で示されているもの以外は文献・データの位置図などから推定した概略位置である。 

また，基準に照らした評価のまとめを表 4.2-1 に示す。各鉱床の調査結果を 4.2.2 以降に述べる。 
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図 4.2-1 鉱床位置 

凡例に示した各文献に基づき作成。寿都町の行政界（赤線）および周辺自治体の行政界（黒線）は「国土

数値情報（行政区域データ）」（国土交通省）に基づく。 

  



北海道寿都郡寿都町 文献調査報告書 
説明書「鉱物資源・地熱資源」 

24 

表 4.2-1 基準に照らした評価のまとめ 

名称 
稼働状況： 

基準（ア）への該
当性 

主な鉱種と鉱量： 
基準（イ）への該当性 

存在状況 
（深度方向） 

基準に照らした評価 

寿都鉱
山の鉱
床 

1962 年秋休山。その
後稼働した記録な
し。 

鉛，亜鉛鉱の合計 10 kt～
100 kt，比較対象の鉱量等
と比較して同程度であ
る。 
硫化鉄鉱200 kt～2 Mt（比
較対象の鉱量等が設定さ
れなかった鉱種）。 

主脈が垂直～75°傾斜
で深度 230 m 以上。 
地下 230 m 以深の記
録は確認されなかっ
た。 

基準（ア）に該当しな
い。 
基準（イ）に該当する
が，最終処分を行おう
とする地層と重なる部
分の存在状況は不明で
ある。 

正荘鉱
山の鉱
床 

1936-1938 年頃一時
採掘。1950 年探鉱後
休山。1951-1952 年
採掘。その後稼働し
た記録なし。 

銅，鉛，亜鉛鉱の合計：
20 kt 未満 
比較対象の鉱量等と同等
である可能性はあるが，
鉱種毎の内訳が不明であ
る。 

記録は確認されなか
った。 

鉱種毎の内訳が不明で
あるため，基準（イ）に
該当することが明らか
または可能性が高いと
はいえない。 

永泰鉱
山の鉱
床 

1942 年休山。その後
稼働した記録なし。 

金鉱：1 t 未満 
比較対象の鉱量等と比較
して小さい。 

記録は確認されなか
った。 

基準（ア）および（イ）
に該当しない。 

潮路鉱
山の鉱
床 

1958 年以降休山。そ
の後稼働した記録
なし。 

金鉱：1 t 未満 
比較対象の鉱量等と比較
して小さい。 

記録は確認されなか
った。 

基準（ア）および（イ）
に該当しない。 

島古丹 
鉱床 

1962 年 4 月～10 月
に稼働。近年稼働し
た記録なし。 

砂鉄約10,000 t，3,000 t（比
較対象の鉱量等が設定さ
れなかった鉱種） 

打上げ砂鉄が濃集，
厚さ 20～60 cm 程度。
地表面付近の記録の
み。 

基準（ア）および（イ）
に該当しない。 

樽岸鉱
床 

1950 年操業。近年稼
働した記録なし。 

砂鉄約 110 kt（比較対象
の鉱量等が設定されなか
った鉱種） 

低位段丘で 0.3～1.1 
m，高位段丘で 1.3～3 
m以上。地表面付近の
記録のみ。 

基準（ア）および（イ）
に該当しない。 

歌棄鉱
床 

稼働していた記録
は確認されなかっ
た。 

砂鉄 80,000 t（比較対象の
鉱量等が設定されなかっ
た鉱種） 

段丘砂層厚約 10 m。
地表面付近の記録の
み。 

基準（ア）および（イ）
に該当しない。 

丸山西
方鉱床 

稼働していた記録
は確認されなかっ
た。 

砂鉄 20,000 t（比較対象の
鉱量等が設定されなかっ
た鉱種） 

段丘砂層厚 2～5 m。 
地表面付近の記録の
み。 

基準（ア）および（イ）
に該当しない。 

寿都町
湯別鉱
化帯 

稼働していた記録
は確認されなかっ
た。 

金（鉱量の記録は確認さ
れなかった） 

記録は確認されなか
った。 

基準（ア）および（イ）
に該当しない。 

松井鉱
山の鉱
床 

明治時代に試掘。そ
の後稼働した記録
なし。 

銀鉱，鉛鉱，亜鉛鉱（鉱
量の記録は確認されなか
った） 

地表から約 12 m 試
掘。深度 12 m 以上の
記録は確認されなか
った。 

基準（ア）および（イ）
に該当しない。 

弁天沢
の廃坑
の鉱床 

1892～1895 年，1910
年に試掘。その後稼
働した記録なし。 

銅鉱，鉛鉱，亜鉛鉱，硫
化鉄鉱（鉱量の記録は確
認されなかった） 

記録は確認されなか
った。 

基準（ア）および（イ）
に該当しない。 

潮路マ
ンガン
鉱山の
鉱床 

1909 年以後休止。そ
の後稼働した記録
なし。 

マンガン（鉱量の記録は
確認されなかった） 

記録は確認されなか
った。 

基準（ア）および（イ）
に該当しない。 

変質帯
および
近接す
る鉱山 

・大金鉱山～永泰鉱山～潮路鉱山にかけての範囲が変質帯とされてい
るが，変質帯とされている範囲の鉱床の分布に関する記録は確認され
なかった。 

・大金鉱山の金鉱の鉱床規模は 1 t～10 t とされており，比較対象の鉱量
等を上回る可能性があるが，当該鉱山の鉱床は黒松内町に分布してい
ることから，文献調査対象地区には及ばないと評価した。 

基準（ア）および（イ）
に該当しない。（文献調
査対象地区内に及ぶ鉱
山の鉱床に関する情報
は確認されない。） 



北海道寿都郡寿都町 文献調査報告書 
説明書「鉱物資源・地熱資源」 

25 

4.2.2 寿都鉱山の鉱床 

寿都鉱山は，斉藤ほか（1967），鈴木ほか（1981）によれば，旧寿都鉄道寿都駅から約 500m に位

置し，昭和 37年（1962年）まで稼働したとされているが，その後稼働した記録はなく，基準（ア）

に該当する鉱山ではない。 

本鉱床において，経済的，技術的に採掘できる可採埋蔵量等の鉱量等に関する記録として，鉱床

規模の評価結果が確認された鉱種は，鉛鉱，亜鉛鉱および硫化鉄鉱である。このうち，硫化鉄鉱は，

1.2.1（2）において比較対象の鉱量等が設定されなかった鉱種であり，基準（イ）に該当しない。鉛

鉱，亜鉛鉱の鉱床規模は，成田ほか（1996）によれば，10 kt～100 kt と示されており，これは，1.2.1

で設定した比較対象の鉱量等と同程度である。一方，深度方向の存在状況については，鉱脈の規模

が深度 230 m以上との記録があるが，地下 300 m以深の記録は確認されなかった。以上のことから，

本鉱床は，基準（イ）に該当するが，地下 300 m以深の情報は不明であり，最終処分を行おうとす

る地層における基準への該当性については判断できない。 

以下に本鉱床に関する記載のまとめ（表 4.2-2）と収集した文献の記載概要を示す。 

 

表 4.2-2 寿都鉱山に関する記載のまとめ 

項目 文献の記載状況 

稼働状況 
・昭和 37 年（1962 年）に休山（斉藤ほか，1967；鈴木ほか，1981） 

・鉱業権の設定なし（2024年 2 月現在） 

存在状況

（深度） 

主脈の本𨫤はほぼEW で垂直～S に 75°の傾斜を示し，深度 230 m 以上 

（斉藤ほか，1967；鈴木ほか，1981） 

鉱種， 

鉱量 

鉱業法 鉱石 鉱量 比較対象の鉱量等 

金鉱 不明 不明 8 t 

銀鉱 不明 不明 49 t 

銅鉱 
黄銅鉱，四面銅鉱（鈴木

ほか，1981） 
不明 1,131 t 

鉛鉱 
方鉛鉱 

（斉藤ほか，1967） 

鉛，亜鉛の合計 10 kt～100 kt（成

田ほか，1996） 
15,644 t 

ﾋﾞｽﾏｽ鉱 
輝蒼鉛鉱 

（斉藤ほか，1967） 
不明 

なし（基準（イ）に該当

しない鉱種） 

すず鉱 
錫石 

（斉藤ほか，1967） 
不明 

なし（基準（イ）に該当

しない鉱種） 

ｱﾝﾁﾓﾝ鉱 
輝安鉱 

（斉藤ほか，1967） 
不明 

なし（基準（イ）に該当

しない鉱種） 

亜鉛鉱 
閃亜鉛鉱 

（斉藤ほか，1967） 

鉛，亜鉛の合計 10 kt～100 kt（成

田ほか，1996） 
107,600 t 

硫化鉄鉱 
黄鉄鉱 

（斉藤ほか，1967） 
200 kt～2 Mt（成田ほか，1996） 

なし（基準（イ）に該当

しない鉱種） 

ﾏﾝｶﾞﾝ鉱 
菱マンガン鉱 

（斉藤ほか，1967） 
不明 

なし（基準（イ）に該当

しない鉱種） 
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（1）所在地 

・ 旧寿都鉄道寿都駅裏から約 500 m（斉藤ほか，1967；鈴木ほか，1981） 

・ 寿都町提供の寿都鉱山位置を図 4.2-2 に示す。 

 

（2）鉱床 

・ 鉱種：銅・鉛・亜鉛（鈴木ほか，1981；斉藤ほか，1967） 

・ 鉱床の形成時期：4.8 Ma（成田ほか，1996），新第三紀（長谷川ほか，1983） 

・ 鉱床タイプ：熱水性鉱脈（成田ほか，1996），鉱脈型（長谷川ほか，1983），銅・鉛・亜鉛鉱

脈（沢ほか，1963） 

・ 鉱床：中新世の寿都層下部安山岩質火砕岩層中に胚胎する銅・鉛・亜鉛鉱脈である。主脈で

ある本𨫤は，ほぼE-Wで垂直～75°S の傾斜を示し，延長 350 m，深度 230 m以上，脈幅最大

8 m，平均約 1 m（鈴木ほか，1981）。 

・ 凝灰岩および変朽安山岩中に胚胎する銅・鉛・亜鉛鉱脈で，主脈である本𨫤はほぼEWで垂

直ないし S に 75°の傾斜を示し，延長 350 m，深度 230 m 以上，脈巾最大 8 m，平均 1 m 内外

（斉藤ほか，1967）。本𨫤（延長 250 m，深さ 170 m，平均𨫤幅 1.0 m），東北𨫤（延長 100 m，

深さ 170 m，平均𨫤幅 0.5 m）（伊藤，1948）。 

・ 寿都町提供の寿都鉱山坑道図を図 4.2-3 に示す。 

 

（3）鉱石品位 

・ 鉱石鉱物として黄鉄鉱・閃亜鉛鉱・方鉛鉱・黄銅鉱・赤鉄鉱などがあり，脈石鉱物として石

英・マンガン方解石・重晶石・石膏・粘土鉱物などが伴われており，まれに菱マンガン鉱・

四面銅鉱・ルゾン銅鉱・ファマチナ鉱・錫石・黄錫鉱・テルル蒼鉛鉱・輝蒼鉛鉱・輝安鉱な

どが認められる（鈴木ほか，1981）。 

・ 黄鉄鉱・方鉛鉱・閃亜鉛鉱が普通でまれに，菱マンガン鉱・四面銅鉱・黄銅鉱・ルゾン銅鉱・

ファマチナ鉱・錫石・黄錫鉱・テルル蒼鉛鉱・輝蒼鉛鉱・輝安鉱などが認められる（斉藤ほ

か（1967）。 

・ Pb 5.91%，Zn9.78%，S 38.04%（昭和 18年～31年 3 月），Pb 2.75%，Zn 5.19%，S 23.50%（昭

和 31 年 4月～37 年 9月）（斉藤ほか，1967）。 

・ 鉱石の分析結果を図 4.2-4 に示す（経済産業省資源エネルギー庁，2001）。 

 

（4）鉱床の規模，生産量 

・ 鉱床の規模：生産量＋埋蔵量が鉛・亜鉛（精鉱中含有量）の合計で 10 kt～100 kt10，硫化鉄（精

鉱量）で 200 kt～2 Mt（成田ほか，1996） 

・ 生産量：過去の生産量として大正 3～10年製錬高銀量 2,483 kg，昭和 36～37 年精鉱中含有銅

 
10 成田ほか（1996）は鉱床規模の評価結果について，鉛，亜鉛の合計値と明記していないが，同文献では同一鉱床であって

も鉱種ごとに鉱床規模を評価している鉱床があることから，本調査では合計値と解釈した。 
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量 38.3 t，昭和 21～37年精鉱中含有鉛量 5,969.3 t，精鉱中含有亜鉛量 10,355.7 t，昭和 25～37

年精鉱中含有金量 39,346 g，昭和 21～37 年精鉱中含有銀量 9,649 kg，昭和 18～31 年 3 月粗

鉱量鉛・亜鉛鉱 64,756 t，硫化鉄 8,795 t，昭和 31 年 4 月～37 年 9月粗鉱量 131,350 t（鈴木ほ

か，1981；斉藤ほか，1967）。 

 

（5）稼働状況（文献の記載時点での状況） 

・ 「昭和 37年秋休山」（鈴木ほか，1981；斉藤ほか，1967） 

 

 

図 4.2-2 寿都鉱山位置 

寿都町提供の寿都鉱山位置に赤枠，名称および矢印を加筆。 
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なお，本鉱床の深度方向の存在状況に関する情報は確認されなかった。 

以下に本鉱床に関する記載のまとめ（表 4.2-3）と収集した文献の記載概要を示す。 

 

表 4.2-3 正荘鉱山に関する記載のまとめ 

項目 文献の記載状況 

稼働状況 

・昭和 11～13 年（1926～1928 年）頃に一時採掘され，昭和 25 年（1950 年）探鉱されたが

間もなく休山（鈴木ほか，1981）。昭和 26～27 年（1951～1952 年）採掘（長谷川ほか，

1983）。 

・鉱業権の設定なし（2024年 2 月現在） 

存在状況 

（深度） 
深度方向の記録なし 

鉱種，鉱量 

鉱業法 鉱石 鉱量 比較対象の鉱量等 

金鉱 不明 不明 8 t 

銅鉱 
黄銅鉱 

（斉藤ほか，1967） 

銅，鉛，亜鉛の合計：20 kt

未満（長谷川ほか，1983） 
1,131 t 

鉛鉱 
方鉛鉱 

（斉藤ほか，1967） 

銅，鉛，亜鉛の合計：20 kt

未満（長谷川ほか，1983） 
15,644 t 

亜鉛鉱 
閃亜鉛鉱 

（斉藤ほか，1967） 

銅，鉛，亜鉛の合計：20 kt

未満（長谷川ほか，1983） 
107,600 t 

硫化鉄鉱 
黄鉄鉱 

（斉藤ほか，1967） 
不明 

なし（基準（イ）に該当

しない鉱種） 

 

（1）所在地 

・ 旧寿都鉄道寿都駅の西方 1 km（鈴木ほか，1981；斉藤ほか，1967） 

・ 寿都鉱床の南西に隣接（浦島，1963） 

・ 寿都鉱山付近地質図（地質調査所編，1956）に正荘鉱山の鉱脈が記載されている（図 4.2-5）。 

 

（2）鉱床 

・ 鉱種：銅・鉛・亜鉛（斉藤ほか，1967；鈴木ほか，1981） 

・ 鉱床タイプ：鉱脈型（長谷川ほか，1983），銅・鉛・亜鉛鉱脈（沢ほか，1963） 

・ 鉱床： 

「寿都層下部安山岩質火砕岩層に挟在する凝灰岩・頁岩・砂岩互層に胚胎する銅・鉛・亜鉛

鉱脈である。1号𨫤と 2号𨫤からなり，鉱体はレンズ状～塊状である」（鈴木ほか，1981）。 

「鉱床は凝灰岩・頁岩中に胚胎する銅・鉛・亜鉛鉱脈で，1 号𨫤・2号𨫤からなっている。鉱

体はレンズ状～塊状をなす」（斉藤ほか，1967）。 
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（3）鉱石品位 

・ 鉱石鉱物は黄鉄鉱・黄銅鉱・方鉛鉱・閃亜鉛鉱，脈石鉱物は重晶石・石英など（斉藤ほか，

1967） 

・ 品位：Cu 0.4～1.2%，Pb 4～6%，Zn 2～8%（斉藤ほか，1967），Cu 0.4%，Pb 4～6%，Zn 2～

8%（地質調査所編，1956） 

 

（4）鉱床の規模，生産量 

・ 鉱床の規模：銅・鉛・亜鉛（精鉱中含有量）合計11が 20 kt 未満（長谷川ほか，1983） 

・ 生産量：昭和 11～13 年精鉱中含有銅量 4.5 t，昭和 12 年精鉱中含有金量 61 g，昭和 12～13

年，26～27年精鉱量硫化鉄 307 t（斉藤ほか，1967）。 

 

（5）稼働状況（文献の記載時点での状況） 

・ 昭和 11～13 年頃に一時採掘され，昭和 25 年探鉱されたが間もなく休山（鈴木ほか，1981）。 

・ 昭和 11-13 年，昭和 26-27 年採掘（長谷川ほか，1983）。 

 

 
図 4.2-5 正荘鉱山の位置 

地質調査所編（1956）の寿都鉱山付近地質図より正荘鉱山周辺を抜粋し，赤枠を加筆。 

 
11 長谷川ほか（1983）では，銅・鉛・亜鉛の合計の積算基準を「Pb+Zn+2Cu」としているが，その内訳は示されていない。 
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4.2.4 永泰鉱山の鉱床 

永泰鉱山は，斉藤ほか（1967）によれば，旧寿都鉄道樽岸駅の東方約 6 km に位置するとされ，長

谷川ほか（1983）では昭和 7 年（1932 年），10 年（1935 年）採掘とされているが，その後稼働した

記録はなく，基準（ア）に該当する鉱山ではない。 

本鉱床において経済的，技術的に採掘できる可採埋蔵量等の鉱量等に関する記録として，鉱床規

模の評価結果が確認された鉱種は金鉱である。金鉱の鉱床規模は，渡辺（2000）によれば 1 t 未満と

されており，これは 1.2.1 で設定した比較対象の鉱量等を下回る。以上のことから，本鉱床は基準

（イ）に該当しない。 

なお，本鉱床の深度方向の存在状況に関する情報は確認されなかった。 

以下に本鉱床に関する記載のまとめ（表 4.2-4）と収集した文献の記載概要を示す。 

 

表 4.2-4 永泰鉱山に関する記載のまとめ 

項目 文献の記載状況 

稼働状況 
・1942 年に休山（山岸，1984；浦島，1963） 

・鉱業権の設定なし（2024年 2 月現在） 

存在状況 

（深度） 
深度方向の記録なし。 

鉱種，鉱量 

鉱業法 鉱石 鉱量 比較対象の鉱量等 

金鉱 不明 鉱床規模 1 t 未満（渡辺，2000） 8 t 

銀鉱 不明 不明 49 t 

 

（1）所在地 

・ 後志国寿都郡寿都町潮路，寿都鉄道樽岸駅の東方直距離約 6 km，潮路市街の南南東 1.5km（斉

藤ほか，1967） 

・ 潮路・潮路マンガン・永泰の各鉱床が寿都町歌棄市街の南東方約 1 km から約 2.5 km にわた

って北から南に並んで分布（浦島，1963）。 

 

（2）鉱床 

・ 鉱種：金・銀（斉藤ほか，1967；渡辺，2000） 

・ 鉱床の形成時期：鮮新世（渡辺，2000），新第三紀（長谷川ほか，1983） 

・ 鉱床のタイプ：鉱脈型（渡辺，2000；山岸，1984），金銀鉱脈（沢ほか，1963） 

・ 鉱床： 

母岩は磯谷層の変質安山岩・石英安山岩（山岸，1984）。 

中新世の変朽安山岩中に胚胎する含金銀石英脈で満俺山𨫤と永泰本坑𨫤との 2条の脈が知ら

れ，満俺山𨫤は巾 2～3 m でAu 5 g/t，Ag 200 g/t程度，鉱石には 30%程度のMn を含む。永泰

本坑𨫤は走向 N40～50°W，𨫤巾 3～5 m，マンガンを多量に伴い，その風化部が Au，Ag 髙

品位（Au 20～10 g/t，Ag 500～2,000 g/t）（斉藤ほか，1967）。 

「安山岩中の石英脈または方解石石英脈で金銀鉱石，あるいは，二酸化マンガン鉱石を産す
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る」（浦島，1963）。 

 

（3）鉱石品位 

・ 昭和 7～10年の生産実績で粗鉱品位Au 5 g/t，Ag 250 g/t（斉藤ほか，1967） 

 

（4）鉱床の規模，生産量 

・ 鉱床の規模：Au の鉱床規模（精鉱中含有量）が 1 t 未満（渡辺，2000） 

・ 生産量：金銀鉱を 20,000 t 出鉱（浦島，1963；山岸，1984），昭和 7～10年で精鉱中含有の金

20,368 g，銀 903 kg（斉藤ほか，1967）。 

 

（5）稼働状況（文献の記載時点での状況） 

・ 昭和 7，10年採掘（長谷川ほか，1983） 

・ 「1942年に休山」（浦島，1963；山岸，1984） 

 

4.2.5 潮路鉱山の鉱床 

潮路鉱山は，斉藤ほか（1967）によれば，「寿都鉄道樽岸駅の東方 5 km」に位置し，1958 年以降

休山（山岸，1984）との記録があるが，その後稼働した記録はなく，基準（ア）に該当する鉱山で

はない。 

本鉱床において，経済的，技術的に採掘できる可採埋蔵量等の鉱量等に関する記録として，鉱床

規模の評価結果が確認された鉱種は，金鉱である。金鉱の鉱床規模は，渡辺（2000）によれば 1 t 未

満とされており，これは 1.2.1 で設定した比較対象の鉱量等を下回る。以上のことから，本鉱床は基

準（イ）に該当しない。 

なお，本鉱床の深度方向の存在状況に関する情報は確認されなかった。 

以下に本鉱床に関する記載のまとめ（表 4.2-5）と収集した文献の記載概要を示す。 

 

表 4.2-5 潮路鉱山に関する記載のまとめ 

項目 文献の記載状況 

稼働状況 
・1958 年以降は休山（山岸，1984），昭和 13 年休山（斉藤ほか，1967） 

・鉱業権の設定なし（2024年 2 月現在） 

存在状況 

（深度） 
深度方向の記録なし。 

鉱種，鉱量 

鉱業法 鉱石 鉱量 比較対象の鉱量等 

金鉱 不明 鉱床規模 1 t 未満（渡辺，2000） 8 t 

銀鉱 不明 不明 49 t 

ﾏﾝｶﾞﾝ鉱 不明 不明 
なし（基準（イ）に該当

しない鉱種） 
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（1）所在地 

・ 寿都町潮路，寿都鉄道樽岸駅の東方 5 km（斉藤ほか，1967） 

・ 潮路・潮路マンガン・永泰の各鉱床は，寿都町歌棄市街の南東方約 1 km から約 2.5 km にわ

たって北から南に並んで分布（浦島，1963） 

 

（2）鉱床 

・ 鉱種：金・銀（斉藤ほか，1967；渡辺，2000） 

・ 鉱床タイプ：鉱脈型（浦島，1963；長谷川ほか，1983；山岸，1984），金銀鉱脈（沢ほか，1963） 

・ 鉱床の生成時期：鮮新世（渡辺，2000），新第三紀（長谷川ほか，1983） 

・ 鉱床： 

磯谷層の変質安山岩・石英安山岩を母岩とする鉱脈タイプ（山岸，1984） 

「角閃石石英安山岩中の含金銀石英脈である。主脈 1 条で宝瑞坑脈は一般走向N60°E，南に

急傾斜，巾平均 0.3 m，走向延長 120 m，上下に 25 m，これと斜交してN80°±W の上盤脈が

ある。鉱脈は母岩片を含む縞状石英からなる」（斉藤ほか，1967） 

「安山岩中の石英脈または方解石石英脈で，金銀鉱石，あるいは，二酸化マンガン鉱石を産

する」（浦島，1963） 

 

（3）鉱石品位 

・ 昭和 9～13年の生産でAu 6 g/t，Ag 141 g/t（斉藤ほか，1967） 

 

（4）鉱床の規模，生産量 

・ 鉱床の規模：Au の鉱床規模（精鉱中含有量）が 1 t 未満（渡辺，2000） 

・ 生産量： 

金・銀・マンガンを産し，3,000 t を出鉱（山岸，1984） 

昭和 9～13年の粗鉱量が金鉱 515 t，銀鉱 585 t（斉藤ほか，1967） 

 

（5）稼働状況（文献の記載時点での状況） 

・ 「1958年以降は休山」（山岸，1984） 

・ 「昭和 13年休山」（斉藤ほか，1967） 

 

4.2.6 島古丹鉱床 

島古丹鉱床は，浦島（1963）によれば，「寿都町北東端」に位置する海浜砂鉄鉱床とされ，1962年

に出鉱したとの記録が示されているが，その後稼働した記録はなく，基準（ア）に該当する鉱山で

はない。 

本鉱床において，経済的，技術的に採掘できる可採埋蔵量等の鉱量等に関する記録が確認された
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鉱種は砂鉱であるが，砂鉱については，1.2.1（2）において比較対象の鉱量等が設定されなかった基

準（イ）に該当しない鉱種である。以上のことから，本鉱床は基準（イ）に該当しない。 

なお，本鉱床の深度方向の存在状況については，地表付近の記録以外は確認されなかった。 

以下に本鉱床に関する記載のまとめ（表 4.2-6）と収集した文献の記載概要を示す。 

 

表 4.2-6 島古丹鉱床に関する記載のまとめ 

項目 文献の記載状況 

稼働状況 
・1962 年 4～10 月に精鉱約 2,400 t を出鉱（浦島，1963） 

・鉱業権の設定なし（2024年 2 月現在） 

存在状況 

（深度） 
打上げ砂鉄が濃集，厚さは 20～60 cm 程度（斉藤ほか，1967）。 

鉱種，鉱量 

鉱業法 鉱石 鉱量 比較対象の鉱量等 

砂鉱 砂鉄 
・約 10,000 t（浦島，1963） 

・3,000 t（斉藤ほか，1967） 

なし（基準（イ）に該当

しない鉱種） 

 

（1）所在地 

・ 島古丹から北方能津登にかけての海浜に，汀線から数m 離れたところから道路の石垣まで幅

5～7 m の間に打ち上げ砂鉄が濃集（斉藤ほか，1967） 

・ 寿都町北東端に近い島古丹（磯谷）の，国道 29 号に沿う海浜砂鉄鉱床（浦島，1963） 

 

（2）鉱床 

・ 「巾 5～7 m の間に打ち上げ砂鉄が濃集している。その延長はほぼ 2,300 m におよび，厚さは

20～60 cm 程度である」（斉藤ほか，1967）。 

・ 「海浜砂層は国道と海岸の間に細長く分布し，2～5 m 内外，長さ約 1.5 km にわたる。」「砂

鉄は，その砂中に濃集し，高品位部の着磁率は 75%に達する」（浦島，1963）。 

 

（3）鉱床の規模 

・ 「着磁率平均 20%とみた鉱量は，ほぼ 3,000 t である。」（斉藤ほか，1967） 

・ 「鉱量は幅 2.5 m×長さ 1,000 m×厚さ 2.5m×比重 2.0 とすると，約 10,000 t（Fe 15%）と算

定される」（浦島，1963） 

 

（4）稼働状況（文献の記載時点での状況） 

・ 1962 年 4～10 月に「精鉱約 2,400 ton（Fe 60%）をだしたといわれる」（浦島，1963） 

 

4.2.7 樽岸鉱床 

樽岸鉱床は，斉藤ほか（1967）によれば，「後志国寿都町字樽岸町」に位置する砂鉄鉱床とされ，
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昭和 25 年（1950 年）に出鉱したとの記録もあるが，その後稼働した記録はなく，基準（ア）に該

当する鉱山ではない。 

本鉱床において，経済的，技術的に採掘できる可採埋蔵量等の鉱量等に関する記録が確認された

鉱種は砂鉱であるが，砂鉱については，1.2.1（2）において比較対象の鉱量等が設定されなかった基

準（イ）に該当しない鉱種である。以上から，本鉱床は基準（イ）に該当しない。 

なお，本鉱床の深度方向の存在状況については，地表付近の記録以外は確認されなかった。 

以下に本鉱床に関する記載のまとめ（表 4.2-7）と収集した文献の記載概要を示す。 

 

表 4.2-7 樽岸鉱床に関する記載のまとめ 

項目 文献の記載状況 

稼働状況 
・昭和 25 年（1950 年）から操業（斉藤ほか，1967） 

・鉱業権の設定なし（2024年 2 月現在） 

存在状況 

（深度） 

磁鉄鉱含有量は低く，表土は低位砂丘で 0.3～1.1 m，高位砂丘で 1.3～3 m以上に及ぶ（斉

藤ほか，1967）。 

鉱種，鉱量 

鉱業法 鉱石 鉱量 比較対象の鉱量等 

砂鉱 砂鉄 
着磁率20%とみた予想埋蔵鉱量

は 11 万 t（斉藤ほか，1967） 

なし（基準（イ）に該当

しない鉱種） 

 

（1）所在地 

・ 「後志国寿都町字樽岸町，朱太川河口付近にある。」（斉藤ほか，1967） 

 

（2）鉱床 

・ 砂鉄鉱床賦存範囲は延長 1,200 m 以上，巾 400 mであるが，砂層と互層をなすため，磁鉄鉱

含有率は低い。広義の厚さは 1 m 内外とみたが，表土は低位砂丘で 0.3～1.1 m，高位砂丘で

1.3～3 m 以上におよんでいる（斉藤ほか，1967）。 

 

（3）鉱床の規模 

・ 「着磁率 20%とみた予想埋蔵鉱量は 11 万 t」（斉藤ほか，1967） 

 

（4）稼働状況（文献の記載時点での状況） 

・ 昭和 25 年から樽岸駅の東方 1.2 km の高位砂丘の数m 下部の砂鉄を対象とし，操業している

（斉藤ほか，1967）。 

 

4.2.8 歌棄鉱床 

歌棄鉱床は，浦島（1963）によれば，「寿都町歌棄の国道 29 号東側」に位置する「段丘砂鉄鉱床」

とされているが，稼働した記録はなく，基準（ア）に該当する鉱山ではない。 
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本鉱床において，経済的，技術的に採掘できる可採埋蔵量等の鉱量等に関する記録が確認された

鉱種は砂鉱であるが，砂鉱については，1.2.1（2）において比較対象の鉱量等が設定されなかった基

準（イ）に該当しない鉱種である。以上のことから，本鉱床は基準（イ）に該当しない。 

なお，本鉱床の深度方向の存在状況については，地表付近の記録以外は確認されなかった。 

以下に本鉱床に関する記載のまとめ（表 4.2-8）と収集した文献の記載概要を示す。 

 

表 4.2-8 歌棄鉱床に関する記載のまとめ 

項目 文献の記載状況 

稼働状況 
・稼働実績なし 

・鉱業権の設定なし（2024年 2 月現在） 

存在状況 

（深度） 
段丘堆積物は，約 10 mの厚さに及ぶことがあるが，砂鉄層はその下部 3～4 m（浦島，1963）。 

鉱種，鉱量 

鉱業法 鉱石 鉱量 比較対象の鉱量等 

砂鉱 砂鉄 鉱量 80,000 t（浦島，1963） 
なし（基準（イ）に該当

しない鉱種） 

 

（1）所在地 

・ 「寿都町歌棄の国道 29 号東側」（浦島，1963） 

 

（2）鉱床 

・ 段丘砂鉄鉱床，「段丘堆積物は約 10 m の厚さに及ぶことがあるが，砂鉄層はその下部 3～4 m

である」（浦島，1963）。 

 

（3）鉱床の規模 

・ 「鉱量は，東西幅 50 ｍ×南北長さ 400 m×厚さ 2 m×比重 2.0 ＝ 80,000 ton（Fe 10%）と予

想」（浦島，1963）。 

 

（4）稼働状況 

・ 稼働状況に関する記載は確認されなかった。 

 

4.2.9 丸山西方鉱床 

丸山西方鉱床は，浦島（1963）によれば，「寿都町島古丹の南西方約 1.5 km」に分布する段丘砂鉄

鉱床とされているが，稼働した記録はなく，基準（ア）に該当する鉱山ではない。 

本鉱床において，経済的，技術的に採掘できる可採埋蔵量等の鉱量等に関する記録が確認された

鉱種は砂鉱であるが，砂鉱については，1.2.1（2）において比較対象の鉱量等が設定されなかった基

準（イ）に該当しない鉱種である。以上のことから，本鉱床は基準（イ）に該当しない。 
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なお，本鉱床の深度方向の存在状況については，地表付近の記録以外は確認されなかった。 

以下に本鉱床に関する記載のまとめ（表 4.2-9）と収集した文献の記載概要を示す。 

 

表 4.2-9 丸山西方鉱床に関する記載のまとめ 

項目 文献の記載状況 

稼働状況 
・稼働実績なし。 

・鉱業権の設定なし（2024年 2 月現在）。 

存在状況

（深度） 
段丘砂層の厚さは 2～5 m（浦島，1963）。 

鉱種，鉱量 

鉱業法 鉱石 鉱量 比較対象の鉱量等 

砂鉱 砂鉄 鉱量 20,000 t（浦島，1963） 
なし（基準（イ）に該当

しない鉱種） 

 

（1）所在地 

・ 「寿都町島古丹の南西方約 1.5 kmに分布」（浦島，1963） 

 

（2）鉱床 

・ 段丘砂鉄鉱床，「段丘砂層の厚さは 2～5 m である。砂層中の砂鉄高品位部の着磁率は 39%に

達する」（浦島，1963）。 

 

（3）鉱床の規模 

・ 「鉱量は，幅 50 m×長さ 200 m×厚さ 1 m×比重 2.0（Fe 10%）＝20,000 ton と予想」（浦島，

1963）。 

 

（4）稼働状況 

・ 稼働状況に関する記載は確認されなかった。 

 

4.2.10 寿都町湯別鉱化帯 

寿都町湯別鉱化帯は，経済産業省資源エネルギー庁（2002）にその位置が示されているが（図 

4.2-6），稼働した記録はなく，基準（ア）に該当する鉱山ではない。 

本鉱化帯において，経済的，技術的に採掘できる可採埋蔵量等の鉱量等に関する記録が確認され

た鉱種はない。以上から基準（イ）に該当しない。 

なお，本鉱化帯の深度方向の存在状況に関する情報は確認されなかった。 

以下に本鉱化帯に関する記載のまとめ（表 4.2-10）と収集した文献の記載概要を示す。 
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表 4.2-10 寿都町湯別鉱化帯に関する記載のまとめ 

項目 文献の記載状況 

稼働状況 
・稼働実績なし 

・鉱業権の設定なし（2024年 2 月現在） 

存在状況

（深度） 
深度方向の記録なし 

鉱種，鉱量 
鉱業法 鉱石 鉱量 比較対象の鉱量等 

金鉱 不明 不明 8 t 

 

（1）所在地 

・ 湯別（42°44’28”N，140°17’27”E 露頭）（経済産業省資源エネルギー庁，2002）（図 4.2-6） 

 

（2）鉱床 

・ 「寿都町南東の湯別神社付近には小規模な粘土化変質帯と数条の石英細脈が分布する。この

石英脈のAu 含有量は 0.3～1.5 ppm であり，微弱ながら金の鉱化が認められた」（経済産業省

資源エネルギー庁，2002）。 

 

（3）鉱床の規模 

・ 鉱床の規模に関する記載は確認されなかった。 

 

（4）稼働状況 

・ 稼働状況に関する記載は確認されなかった。 
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図 4.2-6 寿都町湯別鉱化帯位置 

経済産業省資源エネルギー庁（2002）の寿都町湯別鉱化帯の露頭位置を図示。寿都町の行政界（赤線）

および周辺自治体の行政界（黒線）は「国土数値情報（行政区域データ）」（国土交通省）に基づく。 

 

4.2.11 松井鉱山の鉱床 

松井鉱山は，大日方（1912）によれば，「寿都町字矢追町の海岸から約 50 m 台地の縁端の崖壁」

に位置し，明治 44 年（1911 年）に試掘されたとされているが，その後稼働した記録はなく，基準

（ア）に該当する鉱山ではない。 

本鉱床において，経済的，技術的に採掘できる可採埋蔵量等の鉱量等に関する記録が確認された

鉱種はない。以上から基準（イ）に該当しない。 

なお，本鉱床の深度方向の存在状況については，地表付近の記録以外は確認されなかった。 

以下に本鉱床に関する記載のまとめ（表 4.2-11）と収集した文献の記載概要を示す。 

 

表 4.2-11 松井鉱山に関する記載のまとめ 

項目 文献の記載状況 

稼働状況 
・試掘中の立坑（大日方，1912）（文献記載時点での状況） 

・鉱業権の設定なし（2024年 2 月現在） 

存在状況 

（深度） 
地表から約 12 m まで試掘（大日方，1912）。 

鉱種，鉱量 

鉱業法 鉱石 鉱量 比較対象の鉱量等 

銀鉱 不明 不明 49 t 

鉛鉱 方鉛鉱（大日方，1912） 不明 15,644 t 

亜鉛鉱 
閃亜鉛鉱 

（大日方，1912） 
不明 107,600 t 
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（1）所在地 

・ 寿都町字矢追町の海岸から約 50 m 台地の縁端の崖壁の下に試掘中の竪坑がある（大日方，

1912）。 

・ 後志国寿都地方金属鉱山分布図（大日方，1912）に松井鉱山の位置が示されている（図 4.2-7）。 

 

（2）鉱床 

・ 試掘中の竪坑は 40尺（1尺＝0.303 m で換算すると約 12 m，以下同じ）掘り下げている。鉱

床は閃亜鉛鉱および方鉛鉱の帯状構造の鉱脈，石英を脈石としてこの凝灰岩中に胚胎，鉱脈

は地表下 15尺（約 4.5 m）内外のところで幅 3寸～5寸（1寸＝3 cm で換算すると，9 cm～

15 cm，以下同じ）を保って，走向は東西で南方に 80 度傾斜，竪坑の下底では幅を減じて 1

寸～3 寸（3 cm～9 cm）となり，走向は東微北で北方に 7，80 度傾斜している。この鉱脈の

走向延長上の海浜および海底には幅数寸の石英脈があり少しく閃亜鉛鉱を点在しほぼ東西

に分布し，竪坑内の鉱脈と連続するものと推定される（大日方，1912）。 

・ 後志国寿都鉱山付近地質図（大日方，1912）に松井鉱山および鉱床が記載されている（図 

4.2-8）。 

 

（3）鉱石品位 

・ 鉱石は閃亜鉛鉱，方鉛鉱。百分中で銀 0.0264（264 g/t），鉛 31.98，亜鉛 17.88（大日方，1912）。 

 

（4）鉱床の規模 

・ 鉱床の規模に関する記載は確認されなかった。 

 

（5）稼働状況（文献の記載時点の状況） 

・ 「明治 43 年 8月初めて開坑。同 44 年 9月試掘中」（大日方，1912）。 
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図 4.2-7 後志国寿都地方金属鉱山分布図（松井鉱山周辺） 

大日方（1912）の後志国寿都地方金属鉱山分布図を抜粋。松井鉱山の位置に赤枠を加筆し明示。 

 

 

図 4.2-8 後志国寿都鉱山付近地質図（松井鉱山周辺） 

大日方（1912）の後志国寿都鉱山付近地質図より松井鉱山周辺を抜粋し，凡例および方位の配置を編集。

松井鉱山および鉱床の位置，名称を加筆。鉱床の凡例を赤枠で明示。 
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4.2.12 弁天沢の廃坑の鉱床 

弁天沢の廃坑は，大日方（1912）によれば，「寿都市街地の南部を流れる弁天沢の上流二股附近」

に位置し，明治 25～28 年（1892～1895 年），明治 43 年（1910年）に探鉱されたとされているが，

その後稼働した記録はなく，基準（ア）に該当する鉱山ではない。 

本鉱床において，経済的，技術的に採掘できる可採埋蔵量等の鉱量等に関する記録が確認された

鉱種はない。以上から基準（イ）に該当しない。 

なお，本鉱床の深度方向の存在状況に関する情報は確認されなかった。 

以下に本鉱床に関する記載のまとめ（表 4.2-12）と収集した文献の記載概要を示す。 

 

表 4.2-12 弁天沢の廃坑の鉱床に関する記載のまとめ 

項目 文献の記載状況 

稼働状況 

・明治 25～28年（1892～1895 年），明治 43年（1910 年）に探鉱（大日方，1912）（文献記

載時点での状況） 

・鉱業権の設定なし（2024年 2 月現在） 

存在状況 

（深度） 
深度方向の記録なし。 

鉱種，鉱量 

鉱業法 鉱石 鉱量 比較対象の鉱量等 

銅鉱 黄銅鉱（大日方，1912） 不明 1,131 t 

鉛鉱 方鉛鉱（大日方，1912） 不明 15,644 t 

亜鉛鉱 
閃亜鉛鉱（大日方，

1912） 
不明 107,600 t 

硫化鉄鉱 黄鉄鉱（大日方，1912） 不明 
なし（基準（イ）に該当

しない鉱種） 

 

（1）所在地 

・ 寿都市街地の南部を流れる弁天沢の上流二股附近にある（大日方，1912） 

・ 後志国寿都鉱山付近地質図（大日方，1912）に弁天沢の廃坑の位置が示されている（図 4.2-9）。 

 

（2）鉱床 

・ 1 番坑の鉱脈は方鉛鉱，黄銅鉱等よりなり，脈幅は初め 1 尺 2，3寸（約 36～39 cm）で掘進

するに随って，漸次細くなる。2 番坑では帯緑灰色の緻密質凝灰岩が分解しかつ多少珪質化

作用を受けており，これに黄鉄鉱，閃亜鉛鉱，方鉛鉱等が鉱染状に少し浸染し，この鉱染幅

は 1，2尺（約 0.3～0.6 m）で，走向は南 60 度東で南南西 75度に傾斜。そのほかに 3番坑の

西 60 m の所にある滝の直下の川の北岸にも凝灰岩が分解し粘土状となって，その中に珪質

化した堅い部分が塊状で埋存している箇所がある。これらの粘土状および珪質の岩石中に黄

鉄鉱，閃亜鉛鉱および方鉛鉱などが少し浸染している。この鉱染作用を受けた部分は帯状に

幅 3，4 尺（約 0.9～1.2 m）に達し，走向北 50 度西で南西 80 度に傾斜している（大日方，

1912）。 
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（3）鉱床の規模 

鉱床の規模に関する記載は確認されなかった。 

 

（4）稼働状況（文献の記載時点での状況） 

・ 「1番坑は明治 25 年より明治 28 年まで南 60度東に約 30 間（1間 1.8 mで換算して約 54 m，

以下同様）余り掘進。2番坑は明治 43 年 4月頃 4 間（約 7.2 m）掘進探鉱。3番坑は鉱床に達

していない」（大日方，1912） 

 

 

図 4.2-9 後志国寿都鉱山付近地質図（弁天沢の廃坑周辺） 

大日方（1912）の後志国寿都鉱山附近地質図より弁天沢の廃坑周辺を抜粋し，凡例および方位の配置を編集。

弁天沢の廃坑の位置および名称を加筆。鉱床および廃坑番号に関する凡例を赤枠で明示。 

 

4.2.13 潮路マンガン鉱山の鉱床 

潮路マンガン鉱山は，大日方（1912）によれば，潮路市街地の南東山麓に位置し，明治 42年（1909

年）に稼働していた記録はあるが，その後稼働した記録はなく，基準（ア）に該当する鉱山ではな

い。 

本鉱床において，経済的，技術的に採掘できる可採埋蔵量等の鉱量等に関する記録が確認された

鉱種はない。以上から基準（イ）に該当しない。 

なお，本鉱床の深度方向の存在状況に関する情報は確認されなかった。 

以下に本鉱床に関する記載のまとめ（表 4.2-13）と収集した文献の記載概要を示す。 
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表 4.2-13 潮路マンガン鉱山の鉱床に関する記載のまとめ 

項目 文献の記載状況 

稼働状況 
・明治 42 年（1909 年）4 月～7 月まで経営，その後休止（大日方，1912） 

・鉱業権の設定なし（2024年 2 月現在） 

存在状況 

（深度） 
深度方向の記録なし 

鉱種，鉱量 

鉱業法 鉱石 鉱量 比較対象の鉱量等 

ﾏﾝｶﾞﾝ鉱 不明 不明 
なし（基準（イ）に該当

しない鉱種） 

 

（1）所在地 

・ 「潮路市街地より南東に 8，9町（1町＝109 mで換算して，約 872～981 m）の山麓にある」

（大日方，1912）。 

・ 後志国寿都地方金属鉱山分布図（大日向，1912）に，潮路マンガン鉱山の位置が示されてい

る（図 4.2-10）。 

・ 後志国潮路マンガン山地質図（大日方，1912）に，潮路マンガン鉱山の位置が示されている

（図 4.2-11）。 

・ 潮路・潮路マンガン・永泰の各鉱床は，寿都町歌棄市街の南東方約 1 km から約 2.5 km にわ

たって北から南に並んで分布（浦島，1963）。 

 

（2）鉱床 

・ 鉱石は黒色土状のマンガン土。安山岩中には西北西より東南東に向かって一条の石英脈があ

って鉱石はこれと伴随して現出し，或いはその中に胚胎し幅は一定しない（大日方，1912）。 

・ 潮路沢の廃坑について，石英を含む安山岩中に 1条の石英脈が胚胎し，走向北 25 度西，傾斜

は西南西に 75 度にして幅 4 寸（約 12 cm）。この廃坑ではこの石英脈を追跡したが，脈幅狭

く長く続かない（大日方，1912）。 

・ 「安山岩中の石英脈または方解石石英脈で，金銀鉱石，あるいは，二酸化マンガン鉱石を産

する」（浦島，1963）。 

 

（3）鉱石品位 

・ 2 つの鉱石について，百分中の割合として，マンガン 27.86%・二酸化マンガン 42.42%および

マンガン 33.53%・二酸化マンガン 47.44%を示している（大日方，1912）。 

 

（4）鉱床の規模 

鉱床の規模に関する記載は確認されなかった。 
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（5）稼働状況（文献の記載時点での状況） 

・ 「明治 37 年頃発見。同年試掘の許可。明治 41 年 6 月試掘に着手。明治 42 年 4 月から 7 月

まで経営を継続。その後休止，目下廃山」（大日方，1912）。 

 

図 4.2-10 後志国寿都地方金属鉱山分布図（潮路マンガン鉱山周辺） 

大日方（1912）の後志国寿都地方金属鉱山分布図を抜粋。潮路マンガン鉱山の位置に赤枠を加筆し明示。 

 

 

図 4.2-11 後志国潮路マンガン山地質図 

大日方（1912）の後志国潮路満俺山地質図より潮路満俺鉱山周辺を抜粋し，凡例および方位の配置を編集。

満俺鉱の印の箇所に赤枠を加筆。鉱床の説明に関する凡例を赤枠で明示。 
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4.2.14 変質帯および近接する鉱山 

渡辺（2000）では，大金鉱山～永泰鉱山～潮路鉱山にかけての範囲が熱水変質帯と評価されてい

る（図 4.2-12）。 

この変質帯に分布している各鉱山の鉱床規模について，渡辺（2000）は大金鉱山が 1 t～10 t（金），

それ以外は 1 t 未満（金）としている。変質帯とされている範囲の鉱床の分布に関する記録は確認さ

れなかったが，永泰鉱山および潮路鉱山の鉱床については，前述のとおり基準（ア）および（イ）

に該当する鉱山ではないと評価している。 

一方，大金鉱山の金鉱の鉱床規模は 1.2.1で設定した比較対象の鉱量等（金鉱：8 t）を上回る可能

性があるが，下記のとおり当該鉱山の鉱床は黒松町内に分布するものと考えられ，文献調査対象地

区には及ばないと評価した。 

・ 斎藤（1953）では，大金鉱山は朱太川支流金ヶ沢の上流海抜 600～700 m付近に位置するとし

ており，当該支流の流域はすべて黒松内町に分布している。 

・ 内藤（2017）は大金鉱山を寿都町内にプロットしているデータもあるが，斉藤ほか（1967）

などによると鉱床の所在地は黒松内町とされている。 

なお，渡辺（2000）において，金ヶ沢鉱山が寿都町南方に示されているが，浦島（1963）は金ヶ

沢鉱山について「大金鉱山に属する」としており，文献調査対象地区に及ばない。 

 
 

 

図 4.2-12 変質帯の分布 

渡辺（2000）の図面および変質帯に係る部分の凡例を抜粋し配置を編集。図の上が北を示す。 
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第5章 地熱資源に関する基準に照らした評価 
5.1 地温勾配 

坑井データの確認結果として，図 5.1-1 に文献調査対象地区における坑井位置を，表 5.1-1 に各

坑井の地温および地温勾配を示す。坑井は文献調査対象地区の中央部に 4 ヵ所分布し，これらのう

ち，深度 300 m 以深の地温が計測されているものは，寿都町泉源の坑井（図 5.1-1 中の 437－004）

である。また，同坑井において，坂川ほか（2004）により温度プロファイルの取得が実施されてい

る（図 5.1-2）。 

地温勾配は，坑井 437-004（図 5.1-1）において，若松ほか（1995）による地温勾配12（℃/100m）

と，田中ほか（1999）による地温勾配13（K/km）が示されている。 

また，村岡ほか（2009）は日本全国の地熱資源に関する基礎的情報を整理しており，これによる

と文献調査対象地区の北西端および東部に 60～70℃/km の地温勾配を示している（図 5.1-3）。これ

らの地温勾配は 100℃/キロメートルを超過しない。 

以上から，基準（ア）に該当する地温勾配の記録は確認されなかった。 

 

  

図 5.1-1 坑井位置 

高見ほか（2008）の坑井 ID に基づき作成。寿都町の行政界（赤線）および隣接自治体の

行政界（黒線）は「国土数値情報（行政区域データ）」（国土交通省）に基づく。  

 
12 若浜ほか（1995）によると「坑底（検層最深）温度と基準（地表）温度（10℃）の差を単純に，坑底（検層最深）深度で

割って算定した」としている。 
13 田中ほか（1999）によると「各坑井データの坑底温度もしくは最高温度と“地表の基準温度”の差を掘削深度もしくは最

高温度を記録した深度で割ることにより，地温勾配値とした」とあり，地表の基準温度は各坑井最寄りの気象官署におけ

る平年気温（1961年～1990年）としている。また，「「60万分の1 北海道地温勾配図」（若浜ほか，1995）と全く同じデー

タセットをもとにしているが，本論文では場所によって異なる基準温度を用い地温勾配を計算しているので，両者の間で

は地温勾配の値は異なる」としている。 
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表 5.1-1 文献調査対象地区の坑井における地温勾配および地温 

松波ほか（1991），若浜ほか（1995），松波ほか（1996），田中ほか（1999），

坂川ほか（2004），藤本ほか編（2004），高見ほか（2008）に基づき作成。 

坑井 ID※1 
地温勾配 

（℃／km） 

地温 

測定深度（m）／温度（℃） 

437-001 － － 

437-002 － 167/36.1※4 

437-003 － 160/34.6※4 

437-004 51※2，52※3 1,040.1/63.6※5，1,054.6/63.5※2，1,055/63.3※6，1,101/62※7 

※1 高見ほか（2008）に基づく，※2 若浜ほか（1995）に基づく，※3 田中ほか（1999）に基づく，※4 松波

ほか（1991）に基づく，※5 坂川ほか（2004）に基づく，※6 松波ほか（1996）に基づく，※7 藤本ほか編（2004）

の柱状図より読み取り。 

 

 

図 5.1-2 坑井 437-004 における温度プロファイル 

坂川ほか（2004）の温度プロファイルから一部抜粋し，配置を編集。 
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図 5.1-3 地温勾配評価結果 

村岡ほか（2009）の地温勾配のデータを図示。寿都町の行政界（赤線）および隣接自治体の行

政界（黒線）は「国土数値情報（行政区域データ）」（国土交通省）に基づく。 

 

5.2 発電の用に供する生産井 

文献調査対象地区およびその周辺の地熱発電所の設置状況については，火力原子力発電技術協会

編（2023）によれば，2021 年度末で北海道内において運転している地熱発電所が立地する市町村は，

森町，弟子屈町，洞爺湖町，奥尻町である（図 5.2-1）。 

これらの地熱発電所は文献調査対象地区から 10 km 以上離れており，基準（イ）に該当する生産

井は確認されなかった。 

なお，玉生ほか（2001）によれば，文献調査対象地区の一部（朱太川沿いの 437-004（図 5.1 1）

周辺）が第四紀14火山に関連しない地熱資源賦存地域（ランクC）15とされている。 

 
14 2009 年に国際地質科学連合（IUGS）は，それまで約 180万年前としていた新第三紀と第四紀の境界を約 258 万年前に変

更し，翌年我が国でもこれを受け入れている。玉生ほか（2001）は，2009年以前の文献であることから，この時点では「約

180万年前以降」。 
15 第四紀火山に関連した地熱資源賦存地域及び深層熱水資源賦存地域以外で，42℃以上の地熱流体が得られる地点の周囲5 

km。ランク C は，ランク A（90℃以上の地熱流体が得られる地点が 1 箇所以上分布するか，70℃以上の地表地熱兆候及

び 1 km2以上の変質帯が存在する地域），ランクB（ランクA以外で，地化学温度が 150℃以上）以外。 
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図 5.2-1 地熱発電所が立地する市町村との位置関係 

文献調査対象地区と地熱発電所が立地する弟子屈町，洞爺湖町，森町および奥尻町の名称を加筆。

寿都町の行政界（赤線），地熱発電所立地自治体（緑線）およびその他市町村（黒線）の行政界は「国

土数値情報（行政区域データ）」（国土交通省）に基づく。  
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第6章 評価のまとめ 
6.1 鉱物資源 

6.1.1 現在稼働中または近年稼働していた鉱山の鉱床等 

第 4 章に示したとおり，文献調査対象地区において，「現在稼働中の鉱山の鉱床等」は確認され

ず，鉱業権の設定も確認されなかった。また，基準（イ）で用いる比較対象の設定（1.2.1（2））に

おいて参照した埋蔵鉱量等の調査時点以降を近年として「近年稼働していた鉱山の鉱床等」も確認

されなかった。 

以上のことから，文献調査対象地区に基準（ア）に該当する鉱山の鉱床等（炭田，油田，ガス田

含む）はないと評価した。 

 

6.1.2 経済的，技術的に採掘できる可採埋蔵量等の鉱量等 

第 4 章に示したとおり，文献調査対象地区において，1.2.1（2）で比較対象の鉱量を設定した鉱種

のうち，経済的，技術的に採掘できる可採埋蔵量等の鉱量等に関する記録が確認された鉱種は，金

鉱，銅鉱，鉛鉱および亜鉛鉱である。これらの鉱種の鉱床規模の記録が示されている鉱山は 4 ヵ所

（寿都鉱山，正荘鉱山，永泰鉱山，潮路鉱山）である。このほかに，硫化鉄鉱などがあるが，比較

対象の鉱量を設定した鉱種ではなく現在の経済的価値は小さいと考えられる。 

上記のうち，寿都鉱山の鉛鉱，亜鉛鉱の合計は，1.2.1（2）で設定した比較対象の鉱量等と同程度

の鉱床規模の評価結果が確認され（4.2.2），基準（イ）に該当する。ただし，寿都鉱山における地下

230 m 以深の情報は確認されず，最終処分を行おうとする地層の鉱量等の存在状況は不明である。

なお，230 m 以深の寿都鉱山の情報が確認されない理由として，寿都鉱山稼働当時の技術的・経済

的な観点から経済性が見出せないため，230 m 以深の開発に至らなかった可能性も考えられる。ま

た，正荘鉱山の鉱床の規模は，銅鉱，鉛鉱，亜鉛鉱の合計値として示されており（4.2.3），1.2.1（2）

で設定した比較対象の鉱量等と同等である可能性はあるが，鉱種毎の内訳が不明であるため基準（イ）

に該当することが明らかまたは可能性が高いとは言えない。永泰鉱山および潮路鉱山の鉱床の規模

は金鉱が 1 t 程度であり（4.2.4 および 4.2.5），いずれも 1.2.1（2）で設定した比較対象の鉱量等と比

べて少なく，基準（イ）に該当しないと考えられた。 

 

6.1.3 基準に照らした評価 

表 6.1-1 のとおり，文献調査対象地区において基準（ア）に該当する鉱山の鉱床等はない。一方，

基準（イ）については，寿都鉱山の鉱床が該当すると考えられたが，この鉱床は 230 m以深の記録

が確認できず，最終処分を行おうとする地層についての判断はできなかった。  
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表 6.1-1 基準に照らした評価（鉱物資源） 

基準 

（最終処分を行おうとする地層と重なる部分に

おいて，下記が存在することが明らかまたは可能

性が高い場所を避ける。） 

基準に照らした評価 

基準に該当する 

鉱山の鉱床等 

最終処分を行うとする 

地層と重なる部分 

（ア）現在稼働中または近年稼働していた，鉱山

の鉱床等（炭田，油田，ガス田含む） 
該当なし － 

（イ）経済的，技術的に採掘できる可採埋蔵量

等の鉱量等（炭量など含む）が，同様の

鉱種の現在稼働中または近年稼働してい

た鉱山の鉱床等（炭田，油田，ガス田含

む）と同等である鉱床等。 

寿都鉱山の鉛鉱・亜鉛

鉱の鉱床が基準に該当

する。 

寿都鉱山の鉱床における地下

230 m 以深の記録が確認でき

ず，最終処分を行おうとする

地層についての判断はできな

い。 

 

6.1.4 概要調査に向けた考え方 

文献調査において十分に評価できなかった点について，概要調査では，「鉱物資源」がないように

「最終処分を行おうとする地層及びその周辺の地層」（対象地層等）を選ぶことから，対象地層等か

らの距離などに応じて詳細度を変えて調査することを検討する。 

広域にわたる鉱床などは，基本的に概要調査により把握し，許容リスク内であることの確認が難

しいものも含めて対象地層等から除外する，という結論を基本的には得ることができる見通しであ

る。 

十分に評価できなかった点については，公表されていない個別の鉱山ごとの記録を確認し調査す

ること，現地調査で得られた地層・岩体に関するデータなどに基づいて検討することを考える。 

なお，資源の価値は技術革新やイノベーションによって今後市場価値が急激に変わること16など

に留意する。 

6.2 地熱資源 

6.2.1 地温勾配 

第 5 章に示したとおり，文献調査対象地区において，基準（ア）に該当する地温勾配の記録は確

認されなかった。 

 

6.2.2 発電の用に供する生産井 

第 5 章に示したとおり，文献調査対象地区周辺 10 km 以内に，基準（イ）に該当する生産井は確

認されなかった。 

 

6.2.3 基準に照らした評価 

基準に照らした評価結果についてのまとめを表 6.2-1 に示す。同表のとおり，文献調査対象地区

において，基準に該当することが明らかまたは可能性が高い場所は確認されなかった。 

 
16 鏡ほか（2023）は，「鉱物資源等の掘採に係る考慮事項の「十分な量」や「品位」の基準は時代により利用価値の変化及

び技術の進歩によって変わるものであるが、「将来の社会環境を正確に予想することは困難であるため、現在の社会経済

環境が将来も続くもの」（原子力規制庁，2022）と考え、考慮事項が設定されている。」としている。 
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表 6.2-1 基準に照らした評価（地熱資源） 

基準 

（下記に該当することが明らかまたは可能性が高い場所を避ける。） 
基準に照らした評価 

（ア）地温勾配（地下増温率）が 100℃/キロメートルを大きく超える

記録が確認されている。 
該当なし 

（イ）周辺数キロメートルまでの範囲において発電の用に供する生産

井が設置されている。 
該当なし 

 

6.2.4 概要調査に向けた考え方 

概要調査では，「地熱資源」がないように「最終処分を行おうとする地層及びその周辺の地層」（対

象地層等）を選ぶことから，対象地層等からの距離などに応じて詳細度を変えて調査することを検

討する。 

「地熱資源」は広域にわたり，基本的に概要調査により把握し，許容リスク内であることの確認

が難しいものも含めて，分布する範囲を対象地層等から除外する，という結論を基本的には得るこ

とができる見通しである。 

地温勾配についてはその値が確認された箇所が限られることから現地調査による確認も検討する。

また，詳細な評価を行う場合，地下深部からの地熱水の対流など地熱資源の賦存状況についても考

慮する。 

なお，玉生ほか（2001）によれば，文献調査対象地区の一部（朱太川沿いの 437-004（図 5.1-1）

周辺）が第四紀火山に関連しない地熱資源賦存地域（ランクC）とされている。
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